
 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月１６日（第２号） 



 

 目次2－1 

平成２８年第３回豊能町議会臨時会会議録目次 

平成２８年８月１６日（第２号） 

 

出 席 議 員 ……………………………………………   １ 

議 事 日 程 ……………………………………………   ２ 

 

（報告） 

ダイオキシン処理に伴う報告について  ……………………………  ３ 

 

総務建設水道常任委員会の閉会中の所管事務調査について  …… ５３ 

 

延 会 の 宣 告 ……………………………………………  ５３ 

 

 



 

 2－1 

平成２８年第３回豊能町議会臨時会会議録（第２号） 
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地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  田中 龍一      教 育 長  石塚 謙二 

総 務 部 長  内田  敬      生活福祉部長  木田 正裕 

建設環境部長  南  正好      上下水道部長  高  秀雄 

教 育 次 長  板倉  忠      会 計 管 理 者  今中 泰行 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  東浦  進      書 記  吉澤  亘 

書 記  増田  稔 

 



 

 2－2 

議 事 日 程 

平成２８年８月１６日（火）午前９時３０分開議 

日程第 １ ダイオキシン処理に伴う報告について 

日程第 ２ 総務建設水道常任委員会の閉会中の所管事務調査について 
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開会 午前９時３０分 

 

○副議長（高橋充德君） 

  お諮りいたします。 

  報道関係者から撮影の申し出があります。 

  町長の冒頭部分の発言までについて、撮

影を許可したいと思いますが、御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  異議なしと認めます。 

  それでは準備等の間、暫時休憩いたしま

す。 

（午前９時３１分 休憩） 

（午前９時３３分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は１３名であります。 

  定足数に達していますので、これより本

日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「ダイオキシン処理に伴う報告

について」を議題といたします。 

  報告を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆様、おはようございます。 

  それでは、ダイオキシン処理に伴う報告

についてということで、７月６日以降から

の報告をさせていただきたいと思います。 

  まずは、７月６日、処分先の、要は我々

自治体を施設組合議会の中で伝えるという

ことがございましたので、それを事前に神

戸市さんに７月６日に報告に行きました。 

  その中で、この廃棄物について考え方の

違いがあったということでございまして、

７月７日に神戸市さんが「ダイオキシンを

含む焼却灰等の市内最終処分場への搬入に

ついて」といったことで神戸市さんがプレ

ス公表、私どもも記者会見をいたしまして、

神戸市さんとしては、一般廃棄物を含んで

いるものではないかと。豊能郡環境施設組

合としては、産業廃棄物が大方ですので、

産業廃棄物であるということで処理をいた

しましたといった会見をさせていただいた

ところでございます。 

  ７月８日、翌日に第３回施設組合議会臨

時議会が開かれまして、その中で、このダ

イオキシン処理に伴うことについての百条

委員会の決議がされ、それから、ダイオキ

シン類を含む廃棄物の取り扱いに関する決

議ということで、その中で最終処分場から

豊能郡内へ移動させることを強く求めると

いう決議が施設組合議会の臨時議会の中で

なされました。 

  その晩でございますけれども、施設組合

議会での決議を受け、また、道義的な点と

いうことから、撤去について検討するとい

った記者会見を、私、田中管理者からさせ

ていただいたところでございます。 

  次に、７月８日に神戸市より、ダイオキ

シン類を含む焼却灰、ばいじんなどの搬入

についてという文書で、７月１５日までに

回答を求められるという文書がなされたわ

けでございます。 

  次に、７月１３日に総務建設常任委員会

が開かれ、７月１４日に豊能町議会本会議

が開かれました。その中で、私に対しての、

このダイオキシンに関しての説明等、真相

が明らかにされていないのではないかとい

ったことで、豊能町長の辞職勧告決議が７

月１４日、施設組合議会の中でされたとい

ったところでございます。 

  次に、７月１５日に、先ほどの７月８日

の文書で回答といったことがございまして、

それに対する回答、豊能町と神戸市さんと

の合意事項ということで記者会見が開かれ、
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その中で、済みません、神戸市と豊能郡環

境施設組合の合意事項がございまして、ま

ずは７月２１日正午までに搬入経路の詳細

について報告をすること。７月３１日まで

に撤去・廃棄物の搬入先を指定すること。

８月１０日までに撤去作業を完了すること

といったことが、この中で合意したといっ

たところでございます。 

  次に、その中で、豊能郡環境施設組合の

質問事項ということもなされました。それ

と同じく、この最終処分場について、処分

場の放流水、これについて、今、ダイオキ

シン類を含む焼却灰が置かれている最終処

分場があるんですけれども、そこでの処分

場の放流水の検査を７月７日に神戸市さん

がされて、その基準についても報道がされ

ておりました。要は、排水の基準は十分に

下回り、生活環境保全上は問題ない状態で

あるという報告が、このプレスの中でされ

ております。 

  ７月１６日には、最終処分場を豊能郡環

境施設組合で見に行きました。 

  ７月２０日、これにつきましては、１０

時半から施設組合議会において、これまで

の経過を説明し、１２時からは豊能町の議

員総会において説明をいたしたところでご

ざいます。その後、２０日に豊能町議会臨

時会招集請求書ということで、ダイオキシ

ン処理に伴う説明責任についてという請求

書が７月２０日付で出されました。 

  次に、７月２１日では、神戸市さんが地

元の説明会を開催されました。 

  ７月２２日には、午後７時ごろでしたけ

れども、中間処理業者が組合へ見積書の出

されていた印影が違うといったファクスが

ありまして、急遽１０時半に記者会見を行

ったところでございます。 

  ７月２５日には、豊能町議会議員総会が

開かれたところでございます。 

  あとは、７月２７日、２８日とこの間、

各自治会に、仮置きについてということで、

いろいろ当たらせていただいたところでご

ざいまして、４カ所当たりまして、そのう

ち、７月３０日に吉川財産区の用地、これ

で仮置きをしてもいいよという話の了承を

いただいたところでございます。 

  翌日、仮置き場の公表ということで、そ

の仮置きの場所は、国道４７７号線沿いの

第一花折橋付近の山林ということで公表さ

せていただいたところでございます。 

  ８月２日には、廃棄物の仮置きについて

ということで、豊能郡環境施設組合管理者

から川西市長への説明文を送り、８月３日

には、川西市長、８月３日に私、直接行き

まして、その中で、川西市長、副市長、議

長、副議長のおられる所で川西市及び川西

市議会からの要望書を受け取りました。８

月４日には、その回答をしたところでござ

います。 

  ８月５日に４７７号線沿いの花折橋付近

の山林、ここに搬入の開始をしたところで

ございますけれども、周辺住民の反対等が

ございまして、搬入ができないこととなり

ました。その夜、川西市の近隣の自治会で

の説明会を行いました。 

  それから、８月６日には、豊能町の全体

説明会ということで、この第一花折橋に置

くことについて、吉川中学校体育館で説明

会を行ったところでございます。 

  あとは、その後、７日、８日と関連の自

治会にも、用地についての説明等を行った

ところでございます。 

  ８月１０日には、撤去する日でございま

したけれども、撤去ができなかったという

ことで、神戸市さんから局長が本町へ来庁

され、その中で再度、抗議及び今後の対応

に係る合意ということで、８月３１日まで

に延長するという合意がなされたところで
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ございます。その夜、また豊能町側の近隣

の自治会で住民の説明会を行ったところで

ございます。 

  それと、８月１２日、施設組合議会でこ

れらの撤去等に伴う費用についての専決と

いうことで行いましたけども、非承認。ま

た、両町からの分担金についても、修正案

で否決をされたところでございます。 

  それと、あとは８月１３日には、トラッ

ク、これまで費用がかかっていた１日当た

り１台当たり１５万円かかっていたトラッ

クの費用を軽減するために、１台３万円の

トラックに積みかえたところでございます。 

  以上が、これまでの概要でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  これからのことは、後で説明を受けたい

と思います。 

  この際、暫時休憩をいたします。 

  ここからの撮影はできませんので、関係

者の方は退室を願います。カメラの方、よ

ろしくお願いいたします。 

  この際、暫時休憩します。 

  撮影はできません。出ていってください。

よろしくお願いをいたします。 

（午前９時４４分 休憩） 

（午前９時４５分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  町長にお願いがあります。今の報告、一

連の流れだけの報告では、多分わけわから

ない状況なので、もう少し詳しく報告でき

るんであれば、報告を求めます。 

  この際、暫時休憩します。 

（午前９時４５分 休憩） 

（午前９時４５分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  町長にお願いがあります。今、報告され

た事項について、資料提出を要望いたしま

す。町長いかがでしょうか。 

  暫時休憩します。 

（午前９時４５分 休憩） 

（午前９時４５分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  町長に資料を要望いたしました。少し時

間がかかるということなので、この際、暫

時休憩をいたします。 

  次回、放送をもってお知らせをいたしま

す。 

（午前 ９時４５分 休憩） 

（午前１０時３５分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  これより、町長が先ほど説明された事項

に対する質疑を行います。 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ５番、井川佳子。今、受けた報告につい

て質問させていただきます。 

  私、施設組合議員でありまして、そこで

も一応聞いたんですけれども、まだちょっ

と腑に落ちないことがあります。 

  まず１つ、我々がとても思っているのは、

これ、事態が発覚したのは、施設組合議会

で業者の名前を言うべしっていうことで動

いていらっしゃったんが、神戸市に報告と

いうところから始まるんですよね。 

  では、質問しますけど、一体、我々に真

実というか、今も真実をおっしゃっている

のかどうか、私のちょっと懐疑的なところ

があるんですけど、我々に説明しようと、

いつの時点で本当のことをしゃべるおつも

りだったんですかね。もうわからなければ、

このままずっといようと思ってらっしゃっ

たんですか。 

  私、この１点だけ質問させていただきま
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す。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この辺は、しかるべきときにはというふ

うには思っておりましたけれども、それが

今、７月６日以降になってしまったといっ

たところでございまして、いずれは説明は

したいと思っておりましたが、大変、説明

についてはおくれましたことについては、

おわび申し上げます。 

○副議長（高橋充德君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  済みません。３回質問ですよね、ここは。 

  しかるべきときって、いつなんですか。

それ組合議会でも聞かせていただきました

けど、それ以上、前に進みませんでしたよ

ね。できたら、発覚しなければ、ずっと黙

っておくつもりだったのかと私は聞いてい

るんです。 

  それと、なぜ私たち、施設組合議会にも

そうなんですけれども、大牟田市で失敗し

てから、その後、なぜずっと黙り続けてた

んですかね。なぜそれを組合議会なり、し

かるべきところに諮って、みんなで考えよ

うとしなかったんですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  処理を最優先にしたかったといったこと

でございます。そういったことで、今皆さ

ん御存じのように、こういった形になって

おりますけれども、我々としては処理を最

優先したかった。それで情報については、

なかなかお伝えできていなかったといった

ところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  私の質問、これ１回だけなので、それの

答えはもう組合議会でも聞きました。そう

じゃなくて、伝えなかったということでは

なくて、なぜ我々に諮らなかったかと聞い

ているんです。何か我々に諮って先に進ま

ないと思われるようなことがあったんです

か。そこを聞いております。 

  それと、報道関係に発覚してから私たち、

いろいろ、ぼろぼろぼろぼろ説明を受けま

す。それも説明が小出しです。ではなくて、

それがなければ、今も私たち知らない状態

だったのかということを私は聞きたいだけ

なんです。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これについては、いつというのはないで

すけど、しかるべき時期にはということで

考えておりました。 

  処理を優先するといったことが、やはり

この２０年間進んでこなかったのは、なぜ

進んでこなかったのかということも、いろ

いろ私は、そういう経験もいろいろ、これ

までの話、施設組合の中でもいろいろ話を

しながら、処理を最優先するためには、や

はりこういった形というのが最善というこ

とで判断をして、今回、情報ということに

ついては余りお伝えできておりませんでし

たけれども、そのあたりは、２０年来、処

理できてこなかったことについて、これを

進めるためには、こういった手法をとらざ
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るを、こうしないとできないのではないか

というふうに判断をいたしまして、情報に

ついてはできるだけ抑えさせていただいた

形で進めさせていただいたところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  町長、井川議員も３回終わりますので、

なぜ議会に諮らなかったのかという質問が

あったんですが、その点、回答をお願いい

たします。井川議員、もう質問できません

ので、なぜ議会に諮ることがなかったのか

と。 

○町長（田中龍一君） 

  情報というのは非常に大事で、私、これ

は余り言いたくはなかったんですけれども、

施設組合の議会の中でも、内部資料という

ことでお渡しをし、これは未定稿だという

ことでお渡しをしたような資料、こういっ

たものが、すぐにあるところに漏れて、そ

れが情報公開の資料としてひっついてきた

といったこともありまして、私どもとして

は、そういったこともありましたので。 

  これを今、言いたくなかったんですけど

も、そこまで言われるんであれば、申しわ

けないですけれども、お答えせざるを得な

いのでお答えいたしますけれども、そうい

ったことで、我々が、これはもう未定稿の

資料だと、まだ原稿段階ですから、どこに

も非公表にしてほしいといった資料、そう

いったものがすぐに出てしまったといった

ことも去年ですか、ございましたので、そ

んなことを考えたときに、私どもとしては、

これ言いたくなかったですけれども、そこ

まで聞かれたら言わざるを得ないので、お

伝えしますけれども。 

  我々が情報について、これはまだ伏せて

ほしいと、まだできてない資料だというも

のが、すぐに漏れてしまったということも

ありましたので、そんなことも考えたとき

に、やはり資料、情報というのは慎重に扱

いながら、やらざるを得ないといったこと

もございまして、今回、申しわけございま

せんけれども。情報の提供ができてなかっ

た面があったということについては、非常

に申しわけないと思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  この際、暫時休憩します。 

（午前１０時４４分 休憩） 

（午前１０時４５分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  これ、ひとえに、今回この機会に処理を

終えたかったということもございまして、

それで一定、諮らなかったこともございま

すし、情報についても、伝えるということ

は大変おくれたといったこともございます

けれども、ひとえに、これはもうこの機会

に処理をしなければ、もうできないのでは

ないかと私として判断して、今回こういっ

た形で進めさせていただいたところでござ

います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ４番、橋本です。たくさんあるので、し

っかりメモしておいてください。 

  １つ目。施設組合で、今現状で確認でき

てる事実というのは何なのか。例えば、処

理費用の流れ、もろもろのデータ、稲敷市

の持ち運ばれた３５本の処理、それについ
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て我々マスコミからは話聞いてますけども、

また、あと神戸市からのことは聞いてます

が、施設組合で把握できている、確認でき

ている事実は何なのか、できてないことは

何なのかについてお聞きします。 

  次に、ずっと今まで３月３１日までに処

理されたというふうにおっしゃってきまし

たけども、それは何をもって確認をされた

のかについてお聞きします。 

  ３つ目。稲敷市に持ち込んだ３５本の今

の現状について、どのように把握されてい

るのか、お聞きしたいと思います。 

  ４つ目。国や府から交付税について適正

だったかどうかというお話がありました。

この点について、今現状どのような進捗に

なっているのかについてお聞きしたいと思

います。 

  ５つ目。町長は会見の場で、みずからは

被害者やというふうなことも述べられた映

像が映ってましたけども、それはどのよう

な意図で言われたのかについてお聞きした

いと思います。 

  次に、総務部長にお聞きします。 

  今回の組合の対応については、もう明ら

かにずさんな対応だったというようにしか

言いようがないと思いますけども、我々豊

能町の議員としたら、豊能町において本当

にこのような同様なことがないのかどうか

ということ。 

  あと、ないと言えるなら、なぜそのよう

なことが言えるのかということ。それと、

なぜこんなことが豊能町では行われないと

言うのであれば、なぜこんなことが施設組

合で起こってしまったのかについて、お聞

きしたいと思います。 

  あと、先ほど井川さんの質問にもありま

したけども、次に、今回のこの一連の流れ。

もともと大牟田市に持っていくとこについ

ては議会の議決を得て持っていかれました

けども、その後、一切、議会の議決、相談

等々なくやってしまった。きっとそのとこ

ろで議会に諮っていれば、このようなこと

なく、きっとそもそも一廃を産廃にすると

いうことはＮＧであろうということで、多

分ブレーキかかってたと思いますけども、

なぜ議会に諮らなかったのかについてお聞

きしたいと思います。 

  次に、一般廃棄物を産業廃棄物に組合の

解釈で変えられたと。この点について、今

現在、大阪府はどのような見解をされてい

るのか、お聞きしたいと思います。 

  次に、コンクリート固化をした後の溶出

検査のデータ。これは多分、当然、業者は

この結果を見ないと最終処分できなかった

と思いますけども、この結果についてお聞

きをしたいと思います。 

  次に、豊能町内で唯一、この保管即オー

ケーというふうな理解があったのは吉川だ

けやったと思いますけども、吉川自治会は

その後、光風台の置き場、あっこで反対運

動が起きて、今現在こういうような状況に

なってますけども、その後、吉川の自治会

に対して、再度違う場所でお願いしたいと

いうことでお願いに行かれたのかどうかに

ついて、お聞きしたいと思います。 

  あと、先般、トラックの廃棄物を積みか

えられました。これ、もともと１日１台１

５万というものを、約３万円程度の安価な

物に積みかえられましたけども、これも含

めて、やはり丼勘定でこのような積算をさ

れたのか。本来、これ私、エスカレーター

問題のときから言うてるけども、しっかり

とやっぱり、行政としての検証をしっかり

とした上でやっていくと。今回は確かに時

間にいとまがなかったというのは仕方ない

かもわかりませんけども、一事が万事やな

と思ってますけども、ここらしっかりとこ

の価格の妥当性について検証されたのかど
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うかについてお聞きしたいと思います。 

  次に、今回、我々もともと３月３１日に

処理が終わったということをお聞きして、

これについては当然、焼却処理をされてる

んだろうというふうな前提のもとで、ずっ

と話をしてきましたけども、最終的に埋め

立てをしてしまってるというふうなこと。 

  そもそも、一般廃棄物を産業廃棄物にか

えて埋め立てをすれば、最終、そこの埋め

立て場所が発覚すればこんなことになるっ

ていうのは、誰もが想定できたという問題

やと思ってます。これはもう明らかに、あ

なたの失策、判断ミスに間違いないと思い

ますけども、もともとそのような想像力が

働かなかったのかについてお聞きしたいと

思います。 

  あと今後の話。８月３１日までに撤去完

了して、仮置きをせなあかんということに

なってますけども、このあたりの進捗、ま

た可能性についてお聞きしたいと思います。 

  最後に、今後の最終処分ですけども、そ

のあたりのもくろみ等々、どのように描い

ておられるのかについてお聞きします。 

  あともう一点。先般、田中町長は最後の

挨拶の中で、みずから体調が悪いので、こ

の９月の町長選は見送りますということで

おっしゃいました。これについては、私、

非常にげせんなと思ったのは、どうせ言う

なら、今回の一連のこの騒動を受けて出馬

しませんというふうに言ってほしかったな

と思いますけども、選挙までに体調がよく

なることはありませんか。それについてお

聞きします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  それでは、私からは２点、交付税の進捗、

それから豊能町で組合でのようなことが起

こらないかという２点について、お答えを

いたしたいと思います。 

  まず、特別交付税の件でございますけど

も、これまで大阪府の市町村課と幾度とな

くお話をしてきております。報告するべき

ことは、全て報告はしてまいりました。 

  最初は、大牟田で処理をしなかったとい

うことが発覚したのが４月の下旬でござい

ましたが、そのときは、ちゃんと処理が終

わっているのかどうかを証明しなさいとい

うこととか、契約先はどこかということを

教えなさい、それから支出額がわかるもの

とか、そういう契約先、支出額、完了した

こと、これらをちゃんと証明しなさいとい

う御指導がございまして、それに向けて進

んでおったわけでございます。それが、先

ほど町長からも報告がありましたとおり、

７月７日に神戸がプレスに発表なさって、

組合も記者会見をしたということで、それ

らについては市町村課が求められておられ

たことはわかったので、私も書類を手に入

れることができましたので、その翌週に市

町村課に報告に参ったところでございまし

た。 

  その翌週の翌週には、今度は先ほどこれ

も町長から報告がありましたが、見積書の

偽造でございますとか、あとは仲介業者が

入っておって、その仲介業者が手数料とい

いますか、報酬といいますか、そういうも

のを得ていたというような報道があったこ

とから、次、市町村課からの御指導は、金

の流れ、これをしっかり把握して報告をす

ることというようなこと。それから、特に

そういうことの御指導を今いただいており

ますが、神戸市におかれては、姫路の業者

であるとか、神戸の業者、それから仲介業

者なども呼んでヒアリングをなさって、報

道にあるとおり9,０００万円を得たとか、

５００万円だったとか、３００万円だった



 

 2－10 

とか、このような情報を流しておられます

が、私の知るところでは、まだ組合はそう

いう業者とのヒアリング等もしておりませ

んので、組合としての金の流れはつかんで

いないということから、大阪府にはその報

告はまだしておりません。 

  大阪府は何をお考えかと言いますと、恐

らくですが、その9,０００万円が仮に報酬

であったとすると、その報酬の9,０００万

円はダイオキシン対策費に当たるのかどう

か、これを総務省と協議をなさるというふ

うに思っております。仮に、この9,０００

万円について、事実であって、それがダイ

オキシン対策費に当たらないということに

なりますと、交付税については返還をしな

さいというような結果が出るのかなという

ふうに思っておりますが、組合が今ばたば

たしていることとか、業者とのヒアリング

が今できない状況であることも市町村課の

ほうでは御理解をいただいておりまして、

結果は急がないけども、必ず文書をもって

報告をするようにというような、今、御指

導をいただいておるところでございます。 

  それから、もう１点、今回の組合のよう

なずさんな対応が豊能町で起きていないか

というような御質問でございますが、これ

は一切ないというふうに私は断言ができる

というふうに思っております。 

  ないと言える根拠はとか、なぜ組合で起

こったのかというようなことも、あわせて

御質問がございましたけども、今回のこと

は、先ほど町長の御説明にもありましたと

おり、情報を組合議会でありますとか、町

議会でありますとか、例えば私自身もそう

ですが、情報を全然出さずに今回の処理を

進められたということが、それが今回のず

さんな対応に、そのままずるずるずるずる

行っているのかなというような印象を、私、

個人的には持っておりまして、我々、町の

事業としましては、予算の執行はもちろん

でございますけども、全てオープンにして

おりますし、情報公開にも、公開できるも

のは全て公開をしておりますし、そのよう

なことは豊能町においてはないというふう

に私は確信をしておるところでございます。 

  組合で起こった理由は、ちょっと私はお

答えする立場にはないというふうに思って

おります。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  まず、施設組合で知っている情報でござ

いますけれども、先ほども話ありましたよ

うに、処理費用の流れ、これについては今、

聞き取りはしておりますが、これはつかめ

ておりません。 

  あとは、稲敷の件ですけども、これにつ

きましても、３月３１日までに、済みませ

ん。実験のデータにつきましては、まだ今、

求めているところでございまして、先ほど

３月３１日までに、なぜできたのかという

ことと絡むんですけれども、１つは、実験

を行った業者から、終わったという回答を

いただいたので、それをもって３月３１日

に終わったというふうに思っております。 

  もう１つは、コンクリート固化について

は、マニフェストで完了をしたということ

で、３月３１日処理を、までには終わった

というふうな確認は、この２点で確認をい

たしたところでございます。 

  それと、実験の現状の把握、これについ

ても、今、実験事業者に結果の状況を求め

ているところでございまして、まだその辺

は返ってきてないといったところでござい

ます。 

  それと、町が被害者であるのではないか
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というふうな話があったことについては、

我々としては見積もりの根拠となる判この

印影が、これが異なっていたといったこと

から、そういった意味では、これは不正が

あったというふうには思わざるを得ないの

かなといった観点からの発言でございます。 

  それと、一廃・産廃のことを議会の議決

になぜ諮らなかったのかということでござ

いますが、これにつきましては、過去から

一廃・産廃を決めることについては、施設

組合の中で、議会には諮らず、施設組合の

中でこれはずっと決めてきたことでござい

ますから、今回もそれに倣って施設組合の

中で判断をしたところでございます。 

  それと、一廃・産廃の大阪府の見解とい

うことでございますけれども、こちらにつ

きましては、新聞報道等によると、これま

での経過からすると一廃ではないかという

話と。我々、最初は、これは排出者が決め

るべきことというふうに私どもは、そうい

うふうに聞かされていたというふうに理解

はしておるんですけれども、今は大阪府さ

んは一廃ではないかというふうに言われて

いるといったところです。 

  あとは、コンクリート固化の溶出につい

てですけれども、これは、神戸市が７月７

日に処分場の放流水ということで、そこの

検査をダイオキシン類の調査をされて、そ

の中では水質は排出基準を十分下回ってお

り、生活環境保全上の問題はないといった

ことが公表されているところでございます。 

  あとは、吉川自治会でほかの場所をお願

いしたかといったことについては、それは

相談はさせていただきました。 

  それと、トラックの費用。これも一応、

組合の中で話をしたところ、１日丸々拘束

するということから、この価格になったと

いうふうに聞いております。 

  それと、一廃・産廃ということで、埋め

立てにした場合、こういったことが起こる

ことを想像できなかったのかということに

ついては、当時はそういったことというの

は、我々は産廃というのは排出者が決める

話だと思っておりますし、適法に処理でき

ているというふうに思っておりますので、

そういったことは想定はしておりませんで

した。 

  それと、８月３１日、処理というか、仮

置き場の可能性。これは、それに向けて今

も取り組んでいるところでございます。 

  最終処分の形ですけれども、これは１つ

は豊能郡内に最終の一廃の処理場をつくる

ということを考えていきたいというふうに

思っております。 

  体調不良については、今でもちょっと体

調不良なんで、非常にしんどい状況でござ

います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  暫時休憩します。 

（午前１１時０６分 休憩） 

（午前１１時０７分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず、処理方法が変わったのに議会に諮

らなかった理由でございますけれども、こ

れも先ほどの答弁と重なりますが、この機

会に処理を終わらせたかったといった思い

から、結局、諮らなかったといったところ

でございます。 

  それから、固化の溶出の結果。これも基

本的には処理の中間処理業者がそれを見、

最終の処理業者がそれを引き取っていると

いったことから、それは適切になされてい
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るというふうに我々は認識をしております。 

  それと、価格の妥当性についても、これ

もいとまがなかったということもありまし

て、そのままトラックを使わざるを得なか

った。その辺の話もあって、丸々１日使う

ということで、そのまま使わせてもらった。

ただ、この値段でそのままというわけには、

やはり高いということもありましたので、

検討して、先日、安いトラックに積みかえ

を行ったところでございます。 

  それと、８月３１日の可能性。これにつ

きましても、今、余り言いたくはないです

けども、今当たっているところでございま

すので、ちょっとそのあたりについては発

言は差し控えたいというか、これはやはり、

いろいろ地元の方もございますし、これに

ついては、鋭意努力しているということで

御理解いただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これね、１点ね、順番を追っていくけど

ね。施設組合で確認できてる事実というの

は、ほとんどない。金の流れについたって、

神戸市からは、ああいうふうに神戸市とや

られて、ヒアリングをして、ああいう結果

が出てきてる。それが事実かどうかすらも、

自分らの手ではでけへんと。まさしくそれ

は、そもそもやっぱりそういう頼み方をし

た。そういう人に頼んだということが、や

っぱり一番大きな問題だと思いますよ。そ

れを今言うてもしゃあないけども、一刻も

早く、それは自分らの手で解明し、しっか

りと大阪府へは、大阪府、国へしっかりと

報告をすべきやというように思いますので、

しっかりと対応をお願いしたいと思います。 

  ２つ目の、３月３１日までに処理された

のは何をもってかと。１つは完了の連絡、

２つはマニフェスト。このマニフェストは、

きっと１６３本のことやと思います。 

  ただ、３５本について、多分ね、８月９

日に稲敷市で市民福祉常任委員会でやられ

てます。その中で報告が出てます。これは

ちょっと公式な文書でなくて、これはある

議員さんのブログから取った、こういうよ

うな報告があったという結果なんで、事実

かどうかというのは、もう一遍、再度確認

はしていただきたいけども、その中には

「４月２日に大型トラックで搬入され、所

長立ち会いのもと、荷卸しをした。納入伝

票などはなかった。４月１１日から１４日

にかけて、２００キロ程度を使って予備実

験を行い、溶融炉が均一に1,６４０度にな

るかどうか、確認した。５月１６日から２

０日にかけて、溶融実験を行ったと。溶融

スラグは、ドラム缶２本程度生じた」とい

うことの報告が委員会の中でされてます。 

  ということは、３月３１日には処理され

てなかったということが事実なんじゃない

かというように思ってますけども、そのあ

たりはどのように把握をされ、今それを聞

いてどう感じておられるか、お聞きしたい

と思います。 

  先ほど、被害者という発言について、見

積もりの印が違うかったというふうな話が

ありましたけども、何回も言うけども、見

積もりの印があろうがなかろうが、9,６５

０万ありきで話してるのやから、それを単

純に容量で割れば、キロ3,０００円になる

というのは当たり前やから、判がある・な

いというのは関係ないというように思うけ

ども、そのあたりどういうふうに感じてま

すか。それをもって被害者なんて、絶対言

われへんと思いますよ。そもそもその業者

を選定したのも施設組合、9,６５０万出す

と決めたのも施設組合、産廃で処理すると

決めたのも施設組合。 
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  これは、当然、その業者を選んだあなた

方が悪いと思うけども、そもそもそこの被

害者って別に、これ、住民が被害者なだけ

であって、あなたら被害者でも何でもない

ですよ。その辺について、再度お聞きした

いと思います。 

  あと、一廃から産廃、大阪府は一廃やと

言うてはると思いますと言うたけども、こ

れ今、新聞報道から見るとと言うたけども、

そこら実際、今、大阪府環境室にこの話、

行ってないんですか、逆に。やし、我々が

４月末に環境室に問い合わせたときに、大

阪府は当然、今までの経過からいったら、

これは一般廃棄物に区分をしてきたから、

当然、一廃やと思ってますと、もともと４

月末から言うてはりましたよ。勝手にそれ

は排出者が決めることやということで判断

したのは施設組合が判断して産廃にしただ

け。大阪府の主張は、もともと一廃やとい

うふうに決めてから、もともと今日現在も

一廃廃棄物やというのは今も変わってない

と思いますよ。それについて、しっかりと

大阪府と話されてるのかどうか、お聞きし

たいと思います。 

  あと、コンクリート固化の溶出検査。こ

れね、行政は業者を取り締まる立場にもあ

るんですよ。その人間が、処理業者が言っ

てるから問題ない、そんなんあり得ますか。

自分らが取り締まる立場の話やったら、絶

対、逆や。そんなことなくて担当、しっか

りとデータを出せというふうに言うはずや

けども、それを、許可を持ってる業者がや

ってるから間違いないとか、そこは言って

るから大丈夫とかいうようなことで、行政

の業務が務まると思いますか。 

  あと、吉川自治会の件。相談したとおっ

しゃったけども、もともと財産区の土地に

置くことは自治会は了解したはず。であれ

ば、財産区の土地って、ほかにもあるん違

いますか。そこやったら置けるんじゃない

ですか。そこについてお聞きしたいと思い

ます。 

  あと、１５万円が３万円の話。いとまが

ない。そらないでしょう。そこは理解しま

すけども、ただ、高いから違うトラックに

置き直すということができるんであれば、

本来、もともと最初からそういうようなこ

とをやっとくべき違うかったんかと。それ

こそ、ずさんでならんと思いますけどね。

議員から、そんなん高いから何とかせえ言

われて、１日考えたらできたと。最初から

やっとったらいいじゃないですか。そんな

ね、人の金やからいうて無駄につこたらあ

かん。そこは、もともとこの最初の問題が

起きたときから言うてるけども、何ぼ処理

をせなあかんくても、適法に、できるだけ

コストを抑えて、やるというのが行政の仕

事ですよ。結果、それでどっちともおかし

てしまった。そこは非常に大きな問題やと

思います。再度、なぜもともと、そんな１

５万もするようなとこじゃなくて、もっと

安価なとこ探さなかったんですか、それに

ついてお聞きしたいと思います。 

  あと、今後の最終処分について、先ほど

郡内で処理いうようなことで言い切りはり

ました。もともと大阪府知事に行ったとき

は、フェニックスへの処分も含めてという

ことでお願いしたんじゃないんですか。も

う、それは言われたら終わり、もうそれで

終わりですか。 

  この件、全部一緒。最初に言うたこと全

て、相手にちょろちょろと言われたら、全

部ふにゃふにゃ、ふにゃふにゃ、前言撤回

ばっかり。そんなんで、こんな２０年間引

っ張ってきたことができると思いますか。

だから、もうあなたでは無理やと言ってる

んですよ。今日にでも、やめたらええ。じ

ゃないとね、無理ですよ、どう考えたって。
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結果してこの２０日間ぐらいだって、もう

ずっと結局無駄に過ごした。 

  僕が聞いた意味は、体調不良でやめられ

ると、この間、言ってはったから、質問を

取りやめると。体調戻ったら出る気ちゃう

やろなということを聞いてるんですよ。そ

れ関係なく、出ないということを、もう一

遍、言い切ってください。 

○副議長（高橋充德君） 

  町長、９項目あります。 

  この際、暫時休憩をします。 

（午前１１時１７分 休憩） 

（午前１１時１７分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  １９８本のドラム缶が一廃か産廃か、大

阪府の見解はどうかという御質問でござい

ますけれども、この件につきましては、組

合ではなく、私の立場として、大阪府の環

境保全課のほうに何回も確認をしておりま

す。大阪府の見解は、いつ確認をとったと

いたしましても、従前からの考え方に変更

はないということでございますので、常々、

一廃であるという考えが大阪府の考えでご

ざいます。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  まずは、実験が３末に終わった、今、こ

れはホームページにそういうのが書かれて

いるというふうな御指摘でしたけれども、

我々としては、３末に終わったというふう

な報告をいただいたので、終わったものだ

というふうに認識をしております。 

  それと、判この印影の話ですけれども、9.

６５０万ありきでという話でございました

が、当然ながら予算の範囲内で考えており

ますし、当初はもっと高いような話もあり

ました。そんなこともありましたけれども、

その予算内で何とかなったのかなというふ

うに思っておりますが、ただ、判この印影、

これについては、明らかに違っていたとい

うのは、これはやはり１つ大きな問題だと

いうふうに私どもは認識はしております。 

  それと、固化の溶出の結果。これも取り

締まる立場にあるのではないかというのは、

考えようによったらそうかもしれないです

けども、基本的には、この取り締まるとい

うのは、当然ながら、そこを管轄している

神戸市がそこの業者を取り締まるという立

場があろうかと思います。ですので、我々

といたしましては、このマニフェスト等で

確認をし、そのあたりは最終の処分場に持

っていけるような形になっているというの

は、そのあたりは両方の業者で話をして進

められているもんだと思いますので、問題

なく進められているものだと思っておりま

す。 

  それと、財産区、ほかの用地はなかった

のかということでございますけれども、こ

れは見ましたけれども、一番可能性があっ

たのは、あの用地だということで、あの花

折橋の横の用地を選定をいたしました。 

  あとは、トラックの件ですけれども、

我々もなかなか高いということで、いろい

ろ考えましたけれども、最終、あの３万円

のところが見つかりましたので、そこにな

ったと。ただ、その間については、なかな

か急に、いとまがなかったということもあ

りまして、３万円のところに積みかえがお

くれたということは、申しわけなく思って

おります。 

  あとは、本当に今も体調不良ですんで、

このような状況で出れるとは、私は今、思
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っておりません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  町長、出れるものと思ってませんという

のじゃなくて、橋本議員の質問は、出るん

か出ないかですから、判断はイエスかノー

というお答えになると思いますが、もう一

度、御返答願います。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  もう本当、今の体調のままでは、私はも

う出れないと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  体調が回復すれば、出るのか出ないのか

とおっしゃってます。 

○町長（田中龍一君） 

  体調は、もう回復しないと思います。 

  私は、ですから、責任をとるという意味

では、できるだけ最後まで全うして、今の

ことを済ませていきたいというふうなこと

で責任をとりたいと思います。ですから、

次期については、今は考えておりません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  暫時休憩をします。 

（午前１１時２０分 休憩） 

（午前１１時２１分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  財産区から吉川自治会に移管をしました

土地は、全部で６筆ございます。６筆のう

ち、１筆は保安林、残り５筆が使える土地

ということになるわけですけども、今回の

土地のように、整地をして平らにできると

いうような土地は、あそこ以外にないとい

うことで、残りの５筆について使える土地

はございません。 

○副議長（高橋充德君） 

  暫時休憩します。 

  再開は、放送をもってお知らせをいたし

ます。 

（午前１１時２５分 休憩） 

（午前１１時４５分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  トラックの件ですけれども、遅くなりま

したが、結局、今、この土曜日に積みかえ

たところでございまして、それまで費用が

高くかかってきたということについては、

大変申しわけなく思っております。 

  それと、最終処分場の話ですけれども、

まずは郡内でというふうに考えております。

受けてくれるところがあれば、それはそれ

にこしたことはないですけれども、まずは

主体的に郡内ということで動きたいという

ふうに思っております。 

  それと、出馬ですけれども、今、出馬す

る意向はございません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  町長、１つ抜けております。１５万円か

ら３万円になったおくれた理由なんですけ

れども、今までそれを検討しなかったのか

ということがあった。検討してるのか、し

てなかったのか、見積もりとってなかった

のか、そういうことを橋本議員が質問され

てますので、その点、回答よろしくお願い

します。 

  答弁を求めます。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  高いということは認識しておりまして、

何か手法はないかというふうな検討してお

りましたけれども、結局、遅くなりまして、

この土曜日に積みかえたといったところで

ございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  暫時休憩します。 

（午前１１時４６分 休憩） 

（午前１１時４７分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  見積もりを取ればよかったんでしょうけ

れども、済みません、それについては、そ

こまでは見積もりは取れず、要はもともと

あの事業者でということは、１０日までと

いうのは決まっておりましたので、そうい

った意味では、１０日までというのは、今

あのトラックで使うということになってお

りました。そういったことから、それまで

については今の業者でというふうに認識し

ておりましたし、そういった意味で、見積

もりという意味では取れておりませんでし

た。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  もうちょっと全然かみ合わへんから、時

間もったいないなと思いますけど。全てが

ちょっとずさん過ぎて、あいた口がふさが

りませんけど。 

  まず１点目。これ、最初のもともと３月

３１日までに処理されたのは、何をもって

確認されたのかという話。これも一緒なん

ですよ。聞いたとか、連絡があったから。

普通は、処理の何らかのデータがあって、

例えば１６３本はマニフェスト、それはそ

れでいいとして、本来、その３５本につい

たって、何らかの書類がないと、本来そん

な、検収行為じゃないけども、それが終わ

ったって、普通は信用せんはずでっせ。 

  なおかつ、僕がさっきも言うた８月９日

の向こうの市民福祉常任委員会の報告、こ

れは当然、最終、もう一遍確認はしてほし

いけどね。ここに書かれていることがほん

まやったら、３月中にできなかったいうこ

とでっせ。そこはもう一遍、確認してくだ

さい。 

  もう１点目、これ、多分データ待っても

出てきません。これ２つあって、僕が個別

で情報聞いたんは、井上さんは持ってると

いう話を聞いたのが１つと。ただ、もう１

個は、これ、常任委員会の報告を見ると、

これまでの実績から、ダイオキシンをかな

り減らせることは実証済みの設備であるこ

とから、問題ないとの自信があるっていう

研究所の報告なんですよね。こんなことで、

普通は、ここもみんな抽象的。こんなこと、

ようこの研究所が、こんなことを言うては

るなと思うんやけど。この実証済みの設備

であることから問題ないとの自信があるっ

て。ほんまにこれ、データ出てくるのかな

って、逆に不安になりましたけどね。ない

可能性が高いんちゃうかなって、これから

見たら読まれるけどね。 

  そこはやっぱり、町長、何回聞いても、

データは取り寄せ中、取り寄せ中で言うて

はるけども、ほんまに取り寄せる気ありま

すか。これ、逆に言うたら、誰を通じて取

り寄せようと思ってますか。金も面識も井

上さんしかないのに、それに対して、もう

最初の研究所に対して、ほんまに取れます
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か。逆に、今それ、井上さんに聞いてます

か。データ出してくれいうの。それについ

て、最後お聞きしたいと思います。 

  で、見積もりの印の話。9,６５０万あり

きじゃないとおっしゃった。これ、ほんな

ら、この3,０００円というのが、高いなん

て当たり前に普通に思うと思うんやけど、

僕が違う業者に聞いたって、豊能町のダイ

オキシン、能勢のダイオキシンやいうたっ

て、何ぼ高くても2,０００万かかりません

わと。コンクリート固形化でも、それぐら

いや言うてましたわ。固化やったら、まだ

その半分でできると言うてた。そんなん普

通に調査したら、何ぼでもわかったと思い

ますよ。しかも、産廃で処理すると決めた

んやったら、何ぼでもそこでできたはずや。 

  それを、そんな工程飛ばして全部やって

きた。しかも、議会にも相談も報告もない。

しかも、最後、業者名聞いても言わない。

これは風評被害でも何でもなく、もともと

後ろめたい処理の仕方をしたから、そうい

うふうになってた。どんどんどんどん日が

おくれたというのは、僕、これ、逆に言う

たら、それこそ隠蔽ちゃうけども、そうい

う書類の工作してたんちゃうかって疑われ

てもしゃあないでっせ。 

  もしかしたら、今、僕が読み上げた、４

月に終わってる。５月１６日から２０日に

かけて実験をしたというのは、もしかして

知ってたんちゃいますか。それもあったか

ら、ずっと公表できなかったと。せめて、

そこはうそつけなかった。なくなるまでは

言えへんかったっていうのが本音ちゃうか

というような推測をされてもおかしくない

と思うけども、そのあたりどうですか。 

  あと、さっき申し上げた１５万が３万円。

これは、うにゃうにゃうにゃうにゃ言うて

ましたけど、そもそも１５万円というのは、

神戸からの指定した業者やから、そうやっ

たんじゃないんですか。だから、そこすら

も、向こうにイニシアチブを握られて、指

定された業者でしかできないと。それが高

いと思ったんやったら、そこの交渉という

のは本来すべきやと思うけども、そのあた

り交渉してますか。多分、その立場ではで

きへんと思うけど。 

  そもそもね、やっぱりその辺も含めて、

どう考えたって、人の金やから、そういう

ことをしてるとしか思えませんで。自分の

金やったら、絶対そんなことしてへんはず

や。税金。あなたの金じゃないから、そう

いうことをしてるんじゃないですか。そう

言われても仕方ないと思いますよ。 

  あと、さっきのフェニックスの件。よう

ね、わざわざ知事まで行って、しかも議会

を早よ終わって、知事の時間つくって、け

ど、そういうことしか、あなたは言えない

のだなと僕も思ってましたよ。新聞見たら、

もうそのとおりや。だから、やめろと言う

てんねん。どんどん墓穴を掘るだけ。これ

も含めてね、何で、もともとフェニックス

にお願いしますと行ったのに、松井さんに

言われて、簡単に引き下がって、もうきょ

うの場では、そのフェニックスのフェの字

も言わへん。もう郡内でやりますと、また

郡内。どうせできませんやん、あなたの任

期中には。あなたがやるのは、まずは仮置

きの場を決めて、早くおろしてやめること。

もうそれしかないと思いますよ。それにつ

いて見解をお願いします。 

  内田部長、１回目の答弁で、豊能町にお

いては、同様のことはないと言い切られま

した。僕もそう思いたい。けどね、今回の

この件。もともと環境省にも問い合わせ、

総務省にも問い合わせた。けど、その答え

は全て、行政がそんなことをすることは絶

対ありませんという性善説のもとで、この

法律はつくられてますという、全部説明で
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すよ。交付税返すことってあるんかと。そ

んな前例は基本ないという話、言うてはっ

た。けども、万が一あるとしたら、翌年度、

例えば今年度の交付税から差し引いて、い

うことは言うてはりました。 

  今の、ないと言い切れるのは、そうあっ

てほしいと思うけど、ほんまに大丈夫。そ

こは、その辺も含めて、ちゃんと今回のよ

うな事象がないかということも含めて、調

査を過去にさかのぼってやってはるのかど

うか。思ってますじゃ、もうあかんと思い

ますよ。信用ないんやから。それは、今回

のこの件は施設組合のことかもわからんけ

ど、その辺はもうちょっとしっかりとチェ

ックをせなあかんし、さっき、わからない

立場にないと言うてはったけども、あなた

は理事や。しかも豊能町の総務部長。だか

ら、当然、施設組合のことについては、そ

れでもええかもわからんけど、ただ、豊能

町について、ないと言い切れるその根拠。

そら、職員信じてるって、そんなんもう要

りませんで。僕らだって信じてますよ、信

じたいよ。けど、それが今、こんな大ごと

になってきてる。だから、うみは一遍に出

さなあきませんねん。それも含めて、ちゃ

んとその辺の調査をしてるのかどうか、最

後お聞きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  私の最初の答弁についてでございますけ

ども、本当かというような厳しい御質問で

ございます。私は信じていますと、そんな

ことではだめやというような、そういう厳

しい御指摘もいただいております。 

  私は、先ほども申し上げたとおり、豊能

町において、そういうことはないと確信は

しております。調査をしたかということを

聞かれますと、調査はしておりませんが、

確かに、このような隠蔽というものがあっ

たかなかったか、それから仲介業者に丸投

げをするような仕事があったかなかったか、

これについては調査をしてみたいというふ

うに思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  まずは、３月３１日、年度内にできたこ

とについて、書類があったのかということ

ですけれども、一応、終わったというふう

な書類をいただいたということで確認をし

たといったところでございます。ただ、実

験については、結果がこれまでも結構長く

かかっていたということもありますので、

実験のデータについては、今まだ求めてい

るところでございます。 

  それと、同じくその実験のデータの取り

寄せですけれども、これも今、仲介業者の

みならず、直接、研究所のほうにもデータ

の依頼はしているところでございます。 

  それと、価格の話でございますけれども、

これはやはり残念ながら、こういう豊能・

能勢のものであるということもございます

し、もう１つは、焼却処理のときの値段等

も考えて、そんなに大きな差はなかったと

いったこともありまして、そういったこと

から当初はもっと高い値段ということもあ

りましたけれども、予算内ということで今

の値段で決めました。 

  次に、運送業者については、神戸の指定

の業者ではなくて、これはこちらで決めた

業者でございますけれども、ただ、その辺

の交渉については、結局は今となってしま

った、おくれてしまったということで、申

しわけないというふうに思っております。 

  それと、フェニックス、要は、これ思い
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ますに、まずは郡内で見つけたいと思って

おりますし、受けてくれる所があれば、そ

れはそれで、そういったところにお願いを

したいというふうに思っております。 

  あとは、仮置きの場。これを決めて、私

はこれを最後の仕事としたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  この際、暫時休憩します。 

  再開は、１時とします。 

（午後０時００分 休憩） 

（午後１時００分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、質疑、竹谷 勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  竹谷です。田中町長にお聞きしたいんで

すけども、今回の今日のこの騒動の原点と

いいますと、これまで、このダイオキシン

に関する情報がなかなか出してもらえなか

ったと。その辺が１つ大きな原因かなと思

っています。特に、神戸での処理事業者名

がなかなか出してもらえなかったというこ

ともあります。 

  特に、神戸市に対する説明ができなかっ

たというのが、今日のこの騒動につながっ

ていると。なぜ田中町長は、こういった状

況を的確に判断をして、やはり事前に一廃

から産廃に変えたということもありますけ

れども、もともと一廃ということを考えま

すと、やはり町長じきじきに事前に神戸市

のほうに最終処分場をお願いするというの

が私は建前じゃなかったかなと思っており

ます。その辺について、なぜ田中町長は、

トップとして事前にきちっと、丁寧に誠意

を持って対応されなかったのか、１点お聞

かせ願いたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今となっては、そういったことをしたほ

うがよかったのではないかというふうに思

います。当時は、これは産業廃棄物だとい

うことで、我々は８割方、要は１９８本の

うちの３５本については実験に、残りにつ

いては精査したところ、８割方、産業廃棄

物だったということで、そういった判断で

手続をとっておったところでございます。 

  そういったことで、法律上はお伝えする

ことはなかったんですけれども、直前で名

前を公表するということもありましたので、

念のためということでお伝えをいたしまし

た。それから、こういったことになってお

ります。今から思い返せば、もっと事前に

やっておけばよかったのではないかとは思

いますが、そのときの判断といたしまして

は、産業廃棄物であるという判断のもと進

めましたので、そのときは、説明はせずに

進めさせていただいたといったところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  竹谷 勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  今の騒動を見てますと、本当に豊能町の

先行きがどうなるんかなと。メディアの方

にも大きく取り上げられまして、非常に心

配をしてる。その辺は、やはり町長の責任、

すごく重たいなと私自身は思っております。

やはりこういった難しい問題については、

田中町長が先頭に立って情報を公開する、

あるいは相手さんに丁寧に説明をすると、

そういったことが非常に欠けてたんじゃな

いかなと思います。 

  今後も、先般、神戸市との話し合いで、
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３１日までは期間延長をしていただきまし

た。これについても、本当に町長の肩にか

かっていると思います。きちっとやり遂げ

られるように、しっかり取り組んでいただ

きたいと思いますけれども、その辺の決意

をお願いいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  責任の重大さは重々感じておるところで

ございまして、そういった意味からも、こ

の撤去、豊能郡内への仮置きについては、

これはもう何としてでもやり遂げたいとい

うふうに思っている次第でございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  竹谷 勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  時間がないというのが、もう目前に迫っ

てます。気合いを入れて取り組んでいただ

きたいと思います。 

  もう１点、先ほど来もありましたけれど

も、やはりこの責任は非常に重大、田中町

長の責任は大いにあると思います。ここは

いさぎよく、次にバトンタッチをする意味

からも、最後の判断をされたら私はいかが

かなと思っておりますけれども、その辺に

ついては、先ほどは、この件が一段落する

まで、最後までというお話がありましたけ

れども、やはり豊能町の将来を思えば、重

い決断をされるべきではないかなと思って

おりますので、その件についても、再度答

弁をお願いいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  大変な、非常に大変な事態でございまし

て、申しわけございません。これにつきま

しては、まずは今のこれをやり遂げるとい

うことが大前提というふうに思っておりま

すので、これをまずやり遂げる。これがま

ず第一です。 

  先ほど来から申しておりますけれども、

これを私の最後の仕事というふうに捉えて、

今、仕事を進めているところでございます

ので、そういった意味からも、任期内には

といいますか、今回の８月末までには、何

とかして、これは移設をしたいというふう

な思いで取り組んでまいっているところで

ございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  質疑、ございますか。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  お伺いいたします。 

  仮置き場に光風台４丁目の山林を決めた

ということで、８月５日に搬入開始いうこ

とで、トラックが５台到着したわけですけ

ども、そのことで近隣の大和自治会、また

川西の市議会や川西市から、やっぱり反対

の抗議が来ているということでした。それ

と同時に、光風台の自治会のほうでも、そ

の前に説明を求めておられたわけなんです

けども、この説明をしないで強行しようと

したという、その決める段階は、どうして

こういう事態を起こしてしまったのかとい

うことなんですけども。説明しないで、も

うやってしまおうと、そういうふうに決め

たんですか。決めて、ああいう強行に至っ

たということですか。 

  それと、今後は、データをいただいたら、

改めて、これからまたお願いをしていく、

搬入していく場所については説明会を設け

られるのかどうか、それについてお伺いし
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ます。 

  それと同時に、最終処理は豊能郡内とお

っしゃってますけれども、その郡内に置く

だけじゃなくて、私は大阪府も、環境監が

言ってこられたように、焼却処理、全くも

う形をなくしてしまう、そういう処理が一

番、後々問題残さずに済むということだと

思うんですけれども、その３点についてお

伺いいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずは、説明についてですけれども、こ

れは何度も繰り返しになるんですけれども、

この用地はもともと吉川財産区、要は特別

地方公共団体が持っていた用地でございま

して、そういったことから、ここの用地に

ついては、また、山林の中、それと道路の

形状、アクセスの形状からしても、人がそ

の土地に関しては、入るということが余り

想定できないような土地であったと。そう

いったことからも、ここの用地については、

地主である方、また、豊能町内で隣接する

地主の方の説明をすれば、それで了解は得

られるというふうなことで、今回進めてま

いったところでございます。 

  それと、今後、仮置き場について、デー

タなどを示しながらということでございま

すけれども、当然ながら、私どもが持って

おるデータ等を示しながら説明をしていき

たいというふうに思っております。 

  それと、焼却処理をして完全になくした

らどうかという話でございますけれども、

これにつきましては、一定、最終処分場に

納められる形にはなっておりますので、そ

れをさらに焼却するとなると莫大な費用が

かかりますし、また、私としては、これは

もう既に最終処分場に納められる形にはな

っておりますんで、そういった意味で、郡

内等に処分場を設け、そこで処理といいま

すか、そこで処理場に置くということが、

今では適切ではないかということで、焼却

処理については、私は今のところは考えて

おりません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  これまで神戸市のほうでも産廃で適切に

処理しましたって、ずっと言ってこられま

したよね。だけど、一廃が入っているから

持って帰ってくださいということで、一廃

で持って帰ることにしたという、そういう

変更変更のお話でした。 

  その中で、この問題について、もっと真

剣に考えなければならないんじゃないです

か。豊能町、郡内に持って帰るということ

にしても、やはりこうした問題が起こって

きた中で、置き場所がまだわからない、決

定していない中で、説明はきちっとやっぱ

りしていくべきだと思います。それが自治

体のやるべき仕事だと思いますし。 

  それと、３１日までに搬入をしなければ

ならないと、こちらのほうにですね。向こ

うからは持ち出さないといけないというこ

とになっておりますが、間に合うんですか。

そういう説明、まだ決まってないところで、

説明もきちっとしていくいうことであれば、

この期間で十分間に合ういうことが言える

んですか。その点についてお伺いいたしま

す。 

  それと、焼却処理しないで、郡内で処理

する最終処分場をつくるということであれ

ば、どういう形でやるということになるん

ですか。もう完全にコンクリートブロック

でされて、誰もが入れないようにしてしま
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う、どういう想定を考えておられるのか。

このことは大事なことだと思います。今後、

引き続きまた問題にもなってくるようなこ

とですので、その点について、最終処分場

としたいということであれば、その理念を

きっちりとお伝えしていかなければならな

いと思いますので、その点についてお聞き

いたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  １つは、３１日まで十分かという話です

けれども、なかなか日がない中で、十分と

は言える日々ではないですけれども、それ

の約束に向けて頑張っていきたいと思って

おります。 

  それと、閉鎖型の、先ほどの最終処分場

ということでございますけれども、これは、

最終処分場をつくると、まず用地の選定、

条例で最終処分場をつくる条例をつくって、

ミニアセスをして、その中で、基本的には

コンクリートの容器の中に納めるといった

ことが基本になってくるというふうに想定

をしております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  これも相当、費用がかかることになるん

じゃないかというふうに思うんですけども、

一廃だったらどこでも処理ができるという

ふうにもおっしゃっていました。産廃なら

ばね。だけど、郡内であれば、一廃は逆に

処理というか、置きやすくなったりという

ようなことも、開き直っておっしゃってま

したね、組合議会のほうで。そういう問題

は多々出てくることであります。今後もね。

そこのところを筋立てて、筋は曲げないで、

やはり進むべきものは、きっちりと処理し

ていくということが大事だと思っているん

ですけども、もう大阪府にはお願いをしな

いということなんですか。協力はお願いし

ていかないということなのか。私ども議会

としても、撤去をしなさいという決議はし

ました。だから、その点についても、ここ

は組合議会じゃありませんけど、議員とし

ては意識して、やはり協力体制もとらなけ

ればならないんじゃないかというふうに強

く心の中で思っております。そういう点に

ついて、やはりきちっと、やるべきことは

していかないと、この話はまたまた延々と

続く話になります。その点についてお伺い

いたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  持ち帰るに当たって、今は一般廃棄物で、

そこの一般廃棄物が処理できないところか

ら持ち帰るということで、一般廃棄物につ

いて持ち帰れという話でございましたので、

持ち帰るに当たっては、一般廃棄物という

形で持ち帰ってくるという形を考えており

ます。 

  それと、大阪府へは、今の最終処分場等

につきましても、技術的な支援ということ

は当然ながら必要でございますので、技術

的な支援、また、今回のことについても、

技術的な支援というのは当然ながら要請は

していきますし、施設組合の中では技術的

な専門の職員というのはなかなかいており

ませんので、やはり技術的な支援というこ

とについて、これからも求めていきたいと

思っております。 

  以上でございます。 
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○副議長（高橋充德君） 

  次に、川上 勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  御指名いただきましたんで、質疑をさせ

ていただきますけれども、町長ね、言葉の

遊びやめまひょいな。あなたがね、今後う

ろうろすることによって、余計これ、処理

できまへんわ。もう即刻、辞表を出してや

めていただく。それがね、この問題の唯一

の解決方法ですわ。 

  先ほどから聞いておりますと、８月３１

日までに仮置き場を決定したいと。何とし

てでも決定する、つくるというようなこと

をおっしゃってますけどね、具体的に３１

日までに、場所の決定違いまっせ。神戸市

から持ち出して仮置き場に置かなあきまへ

んねん。すると、最低３日か４日かかりま

すわね。その場所を決定するのに、やはり

この前からあったようにね、強引に行くの

やったら別やけども、その場所の住民に対

しての承認をもらわなあかん。これは必ず

もらわなあかんことないけども、今までの

例からいくと、もらわなあかんと。そして、

そのもうた後に、その場所、少なくても置

けるような状態にせないかんと。逆算して

みたら、きょうは１６日や。置く場所によ

ったら４、５日かかる。突貫でしても。普

通であれば、１０日から２週間かかるかも

わからん。場所によってね。 

  するとね、もう今ここに置きますと、住

民に了解の説明を、今日、今、８月１６日

にやっといて当たり前の話ですわ。そうす

るとね、１０日の日に神戸市から局長さん

来はりましたわね。ほんで、もうそれから

６日たってまんのか、きょうでね。その１

０日の日には、施設組合の議長のみならず、

豊能町の議長、能勢町の議長も同席させて、

８月３１日までに持ってきますという約束

をさせられてまんねん。 

  ということは、豊能町議会にも責任ある

わけですわ。その豊能町議会がこんな形で

町長に質疑することすら、私はおかしい思

てまんねん。だから、具体的に聞くけども、

この５日間、６日間ね、８月１１日から今

日まで、具体的に１１日には何した、１２

日は何した、１３日はどうした、１４日は

どうした、具体的に日を追ってちょっと説

明してください。この問題に関して。議会

にも相談したんか。議会の中にも議員にも

相談したんか。我々議員も中途半端なこと

でね、全部町長にこの責任を、やったこと

は別としてね。これから後の責任を押しつ

けようと思ってない。ともにやっぱりこれ、

処理していくような大事な問題やと思てま

んねん。 

  だからね、そんな言葉の遊びみたいなん

せんと、具体的に答弁してください。よろ

しくお願いします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  用地については、当然ながら、いろいろ

探し、ある方からも話を伺い、実際、土地

にうかがったりとかして、やっております。

ただ、これについては、この場でお答えす

るということは、もう差し控えさせていた

だきたいと思います。 

  この場でなくても、例えば、違う場で、

公開の場でない場であればお話しはしても

いいと思いますけれども、この場では、申

しわけないですけれども、お答えは差し控

えさせていただきたいと思います。今まだ

調整しておるところですので、ですから申

しわけございませんけれども、今ここでは

お答えはしかねます。 

  以上でございます。 

  済みません。議員に相談してきたかとい
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うことでございますけども、済みません、

それはできておりません。ですので、申し

わけございません。ぜひとも、そういった

候補地、用地等ございましたら、そういっ

た情報がありましたら、ぜひ教えていただ

きましたら助かりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  暫時休憩します。 

（午後１時２４分 休憩） 

（午後１時２５分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  申しわけございません。先ほどの用地の

選定については、今の段階では済みません、

お答えできませんので、ここでのお答えは

差し控えさせていただきます。 

○副議長（高橋充德君） 

  暫時休憩します。 

（午後１時２５分 休憩） 

（午後１時２６分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ちょっと私の言い間違いでございまして、

公開の場であるこの議会の場では、発言は

差し控えさせていただきます、と言いたか

ったのでございます。 

  今、用地の選定については非常にセンシ

ティブなところがございますので、また、

これについては、申しわけございませんで

すけれども、公開の場であるこの議会では、

発言については差し控えさせていただきま

す。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  この際、暫時休憩します。 

（午後１時２８分 休憩） 

（午後１時２９分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  １２日は、施設組合議会でした。この晩

にある方からお電話をいただき、それにつ

いて検討し、１３日にもある方から、また

違う方から用地についてお電話をいただき、

それを見に行き、また、その後、その辺に

ついて、この用地はいけるかどうかという

検討をしたといったところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  川上 勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  町長ね、今の話、受け身ばっかりや。自

分から行動したことは、恐らくないと思い

まっせ。できひんと思いまっせ。うわさを

聞いてるねんやったら、ここはどないか、

あっこはどないかないうて、いうことを言

うたと言う人もいてますわ。せやけど、そ

の解決は、あなたがしなはれよと、こうい

うことですわ。できまんのんか。あと数日。

無理やと思いまっせ。 

  ねえ、町長。ほんまに、あなたが３１日

までに仮置き場をつくって、神戸市から運

び込むという確約、ここでできまっか、こ

の場所で。我々、ここで確約できひんかっ

たら、神戸市どないしまんの。その神戸市

との話し合いの場で、それまでに、我々議

員が、本当のことを言いなはれと、協力し
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まっせと議員総会の場で言いましたやろ。

そのときはまだ、茨城県の稲敷市の話も、

わからんかったときですわ。よろしいです

よと、組合のほうで全部処理しますと、お

っしゃいましたわね。ほんなら、あなた責

任持ってしなはれということで終わったは

ずですわ。なぜ１０日の日に、豊能町の議

会は、こういうことで断りましたんで、関

係はありませんと、なぜ神戸市に言えまへ

んの。そこで立ち会いさせましたやんな。

それで了承してまんねや。 

  私はそのときに、議長に、絶対、中に入

ったらあかんと、受けたらあかんと言うて

もやね、それ聞き入れませんでした。かわ

りに私が行って話したろうと言うても、お

まえ行ったら、つぶれるからあかんて、こ

ない言われました。私もね、そら議会や、

そこらでね、口からでまかせで、ぼろくそ

のこと言うてるけども、４０年、５０年、

商売してきましたんや。人の扱い方ぐらい

知ってますわ。人をだまくらかすことぐら

い知ってますわ。ここでもしね、町長、３

１日までに話ができなかったら、どういう

ことを町長しまんねんな。ほんまに、腹切

りまんのんか。ほんまにできるかできひん

か、ちょっともう一遍、ここで確約をして

くださいな。お願いします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今、なかなか難しい状況です。今、用地

の選定等もありまして、難しい状況ですの

で、３１日できるようにするためにも、皆

様の御協力ございましたら、よろしくお願

いいたしたいと思います。それに向けて鋭

意努力していくと言うしかございません。

今の状況からすると、確約というのは非常

に難しい状況だと思っておりますので、そ

れに向けて今、頑張っておりますし、また、

用地等、何か情報等ございましたら、よろ

しくお願いいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  川上 勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  確約できひんのに、１０日の日に神戸市

と、よう承諾しはりましたな。それが不思

議でしゃあない。確約できまへんねやろ。

私いつも言うてるように、施設組合でも言

いました。施設組合でも、持って帰ってこ

いという議決しました。これ、今の状況で

は、何ぼこっちの歩がようても、神戸市か

ら持って帰ってこんことには、あきまへん

ねや。だから私ね、この場で言いますわ。

田中龍一町長が、そして能勢の副管理者で

ある山口町長が、即刻やめますと言ってい

ただければ、私はあすからでも、ある人を

介して、即にこの問題解決するように、３

１日までに必ず私はやってみせます。その

ぐらいの覚悟をもって話せんことには、こ

のままやと処理できまへんで。どないでっ

か、町長。私は３１日までに処理したる。

そのかわりに２人の首を出しなさいと言っ

てるねや。どないでっか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私は、副管理者のことまでは言えません。

ただ、私はもう今、３１日に向けて努力す

ると言うしか話はできませんので、それに

向けてやってまいりたいと思っております。

そのあたり、今、用地があるのであれば、

またその情報をいただきましたら、ぜひそ

ういったことを。私は、そやから副管理者

の話までは何も言えませんので、私は鋭意
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努力するという言葉しか、今はございませ

ん。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  次、永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  町長、しんどいんですか。そんな答弁や

ったら、本当やめてもらいたい。それで、

どうやって、そんな姿勢で処理できるよう

に、住民さんを説得できる動きできるんで

すか。誰もあなたのことを守りたいなんて

思ってる人、誰もいませんよ。でもね、豊

能町のことは守りたいんですよ。ここに住

んでるから。僕もここで育ったから。こん

なことでつぶされたら困るんですよ。だか

らみんな、切れぎみの質問になるんですよ。

何とかしたいから。 

  それでは、新たな問題が発生しないよう

に、今までのちょっとしたことについての

質問と今後のことについて、分けてちょっ

と質問させてもらいますんで、せめて空元

気でも、何としてもやるぞぐらいの声で答

弁してくださいよ。何かもう疲れて、今に

も倒れそうです、もうしんどいんです、体

調不良ですって、そんな姿勢見たら、もう

誰だって、もうやめてくださいってなりま

すって。 

  まず、結局、あなたは先ほどの答弁から、

処理を最優先にした結果、こういう問題に

なったと。それって、我々、全員じゃない

ですけど、多くの議員が指摘してきました

よね。問題が明らかになったら、絶対に大

問題になるよと。でも、そのとき全く聞き

入れなかった。ここまでの問題になってる

原因、どこにあると、どの判断で、こうな

ったと思いますか。まず１点目はそれです

ね。 

  それと、稲敷市での試験概要。実証実験

をされたと言ってますけど、全く出てきて

ませんよね。でも、試験をするに当たって

は、相手先から、こういう試験をしたいん

で、サンプルくださいということがあった

はずなんですよ。それも、前回の議員総会

の中で、世界に技術をＰＲするためとか言

うてましたよね。それやったら、そこの研

究所は、どういう最先端の処理技術を持っ

ていて、どういう試験をするから、こうい

うことをお願いしたいということを持って

きてるはずなんですよ。それがないのに渡

すということは、無責任きわまりますよね。

一応、排出者は豊能郡環境施設組合、豊能

郡なんですから。これが適切に渡したとこ

ろで処理されてるかというところは、事前

に審査しないといけないでしょ。そこをど

ういうものを持っていたかというのをお聞

かせください。 

  それと、処理方法について。これ先ほど

も本当にむかつくんですけど、大阪府に技

術協力をいただきながらって。今まで、ず

っと大阪府としてきたじゃないですか。学

識経験者も入れてね。その中で、一度たり

とも、コンクリート固化なんていう方法、

出てきましたか。コンクリート固化でやる

ということを事前に、契約するときに知っ

ていたのかどうかをお聞かせください。 

  それと、橋本議員の質問でもありました

けど、印影が違うということで、だまされ

たという認識がやっぱりあるようなんです

ね。でも、現実は、どう考えても、もとも

との9,６５０万という予算があるから、そ

の中でやってもらいたいと。僕、だまされ

たというよりも、どっちかというと、施設

組合が何も見積もりもなかったら予算使え

ないから、こういう見積書をつくってくれ

って、逆にそういうふうに言ったんじゃな

いかと思うぐらいですよ。だから、僕、だ

まされたという感覚でいる限り、全く認識

がずれてるとしか思えないんですよね。そ
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こを、もうちょっと説明してもらえますか。

どういう感覚でおられるか。 

  それと、先日、知事と会われましたよね。

議会を中断してまでね。そのときに、どう

いうお願いをして、新聞にはいろいろ書い

てましたよ。どういうお願いをして、どう

いうことを指摘され、どうなったのかとい

うことを、一応、議会のこの場で説明して

もらえますか。 

  それと、あと、もう今後に入ってますけ

どね、保管場所。僕ね、この費用、４７７

の整備した費用って、直接これ、あなたに

請求したいんですよ。 

  というのが、そこに持っていくまでに、

幾つか町有地で当たりましたよね。当たっ

てますよね。違ってたら言ってくださいね。

町有地で当たったけども、町有地であるに

もかかわらず、地元に説明をしたら断わら

れた。で、諦めてますよね。それで、なぜ、

あの川西に隣接した光風台のところでは、

持ち主である吉川財産区の了承だけを得て、

その地元である光風台自治会や大和団地に

説明しなかったんですか。説明してたら、

その場で即反対になるんじゃないですか。

それじゃあ、案の定、反対されたら、そこ

は諦めるんでしょ。余りにも場当たり的だ

し、全く手順も踏んでいない。だから、僕、

あの費用に関しては、かかった造成費用と

か、そういうのは本当にあなたに直接、支

払っていただきたいと思ってるんです。そ

こも、なぜそういう、ほかのところでやっ

てることとね。そこに関してだけ、そうい

うことをしない。これからどうしていくの

かいうことも含めて、お聞かせください。 

  それと、あと、先ほど午前中、橋本議員

の質問で、またこれ新たな問題になるのか

わかりませんけど、町長は３月３１日まで

に処理できましたと、議員にもみんなメー

ルで送ってますよね。実際に搬入されたの

は４月２日で、それで５月ぐらいに試験を

行ったと。これ、事実確認されましたか。

時間ありましたよね。あなたが言っている

ことと違う事実が出てきた。そしたら、僕

ならすぐ電話して聞くんですよ、ほんまで

すかと。こう言ってたじゃない、違うんで

すかと聞かないと。聞いたかどうか、お聞

かせください。それはすぐに聞かないとあ

かんと思いますよ。１回目終わります。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずは、こういったことが起こった原因

は何かといったことでございます。確かに、

情報が、情報公開といいますか、そのあた

りが十分になされていなかったということ

が１つの大きな原因ではないかと思います

し、また、情報を公開しておれば、どこま

でできたのかということもありますし、ち

ょっとそのあたりについてはわかりません

けれども、まずは、やはりこういうふうに

なったのは、事前に情報ということがオー

プンになっていなかったということは１つ

の大きな原因ではないのかなと思っており

ます。 

  それと、実験の施設。これについては、

こういった実験をしたいということで、機

器とか、この実験の概要なんかを知らせた

説明書がありましたので、それに基づき、

適切だというふうに判断をしたところでご

ざいます。今、手元にはありません。 

  それと、コンクリート固化については、

これは過去に大阪府から、こちらに出向し

ていた方とかも含めて、その中で、どうい

った手法でこれを処理していくのかといっ

た中で、コンクリート固化ということも１

つの有力な手法だということで過去にも議
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論をしておりましたし、そういった意味か

ら、今回こういった手法をとらせていただ

いたところでございます。 

  あとは、印影が違うということでござい

ますけど、私どもとしては、当然ながら、

予算の範囲内でしなければいけないという

思いもございましたし、それと印影が違う

というのは、やはり１つ大きな話だと思っ

ておりますので、それは今、最近になって

わかったことでございますから、それに関

しては、私どもとしては非常に残念ですし、

それについては追及はしていきたいという

ふうに思っております。 

  あとは、知事との話でございますけれど

も、私は府下の処理場で引き受けていただ

けるところがあればということでお願いを

しました。というのは、これは既にコンク

リート固化ということで処理をされ、神戸

での最終処分場でも受け入れる形になって

いるものであるので、そういった意味から

は、府下の処理場で引き受けていただける

ところがあれば、よろしくお願いいたしま

すということをお願いをしたところでござ

います。 

  それについて、知事は、まずはもっと住

民の理解を求めることということと、あと

は、そのコンクリート固化された廃棄物の

完全に無害化をするということが必要では

ないかというような話を言われましたが、

それについては、私は一定処理が終えたも

のを無害化をするということについては、

費用もかかるため、財政的に厳しいという

ことで、話し合いは平行線に終わったとい

ったところでございます。平行線といいま

すか、意見が合わなかったといったところ

でございます。 

  今の保管場所の話でございますけれども、

なぜ町有地であったのを断られたと。その

後、吉川財産区の用地にしたことに当たっ

て、説明会を開かなかったといったことの

質問かと思いますけれども、これについて

は、繰り返しになりますけれども、この用

地自身が特別地方公共団体である吉川財産

区の用地でもありましたことと、山林の中

にあるということ。人が、あの用地につい

ては、出入りが非常にしにくいような形で

もあったといったことから、私は、この用

地については地主と関係するところについ

て話をさせていただいたところでございま

す。 

  それと、３月３１日までの処理ができる

という書面をもらっていたが、その後、こ

の報道を受けて聞いたかどうかといった話

でございますけれども、ちょっと私どもと

しては、まずはその実験のデータ等、そち

らに意識が行っていたのと、ほかにも意識

がありましたので、３末には処理できてい

るものだという頭でおりましたから、確か

に新聞ではこれが出てたのは知っておりま

したけれども、その確認というよりは、ま

ずは処理のデータを出してほしいといった

ことで話をしたところでございます。 

  ですから、実験データを出してほしいと

いうことで言っただけでございまして、日

にちについては確認はしておりません。ま

ず、実験データが出れば、その辺はわかる

というふうにも思ってもおりましたし、ま

ずは、全体的には３末にということで報告

書というか、終わったという報告書をいた

だいておりましたので、私どもとしては、

まずは実験のデータがまだかというふうな

ことで、これまでも、今もお願いしている

ところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  暫時休憩します。 

（午後１時５１分 休憩） 

（午後１時５３分 再開） 
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○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  昼の間に確認したかと言われたら、それ

は昼の間には確認はしておりません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  町長、大丈夫ですか。しんどそうですよ

ね。こういうときこそ、本当、そんなんで

まとまりませんよ。答えてないのが１つね。

何で地元に説明しなかったかっていうのは、

ほかのとこではしたでしょ。別に説明する

必要ないですよね、町有地やったら。戸知

山もそうですよね。町有地やったら説明す

る必要もないのに、説明して断られている

っていう実績が、断られてますよねと。そ

れやったら、同じことを考えるんであれば、

持ち主が吉川財産区であっても、その地元

が光風台やったら、光風台に事前に説明せ

なあかんのちゃいましたんかって。説明し

てたら、そこで反対されてだめになってた

から、今回の造成費用って発生しなかった

んじゃないですかって言ってるんですよ。

普通にやってきたこと、数日前にやったこ

とと同じことをしてたら、それは発生しな

かった費用じゃないですかって聞いてるん

です。そこを聞いてるんで、そこは再度お

聞かせください。 

  それと、まず、印影が違う。これは明ら

かにおかしいと思いますよ。普通だったら

ね。でも、明らかにこの予算があって、こ

の予算内なら新たに議会に諮らなくていい

ですよね。予算内やったら。越えた費用や

ったら議会に諮らないといけないから、全

部を明らかにしないといけない。でも、そ

の金額以内なら議会にも諮らなくていいか

ら、今回のようなやり方ができたわけです

よね。だから、あれは、僕は、業者がだま

すためにつくったんじゃなくて、あなたが、

それの、議員とか、そういうところの住民

に対するアリバイ工作として、こういう見

積書が来たから、こんだけ支払いましたっ

ていうのがつくりたくて出させたんじゃな

いかぐらい思ってるんですよ。そういうふ

うに疑われても、しょうがないんですよ。

なぜなら、金額がばっちり9,６５０万ぴっ

たりにおさまるようになっているから。だ

から、そうじゃないんですかって聞いてる

んで、お答えください。 

  それと、稲敷への持ち込み。本当すぐ確

認してくださいよ。僕、そこの危機感のな

さって、それが全部こんな結果を招いてい

るんですよ。議会に対する偽証ですよ。あ

なた。自分が説明したことと違う事実が出

てきた。いやいやいやと、すぐ電話して、

どうなっているんですかと、こう言ってた

じゃないですかと、聞きたくないですか。

知りたくないですか。我々、知りたいんで

すよ。事実がどこにあるのか。それを、あ

なたから一切、事実の報告が出てこない。 

  もう１点、これで疑問になるのが、４月

２日搬入なんですよね。あなた、前の説明

のときに、関西環境建設に持ち込んだその

足で、同じトラックに積んだ実証実験分は

実験施設の研究所に行ったと。えらい時間

かかりますよね。２月何日から１カ月ぐら

いかけて茨城の稲敷まで行っているんです

よ。その間、どこにあったんですか。そこ

ら辺もまた疑問点が出てくるんですよ。一

気にあなたが事実を説明しないと、ちょび

ちょびちょびと、何かぽろぽろぽろぽろ何

か重大な事実が出てくるんですよ。そこの

問題もあるんで、そこを、もし後から多分

この問題、でかくなりますよ。今の段階で
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把握してたら、この場で答弁してください。 

  それと、コンクリート固化の手法。誰も

が焼却と思ってましたよ。コンクリート固

化で考えた人って、今まで誰一人いません

から。これまで何回も、学識経験者も交え

て、いろんな処理技術ってやってきました

よ。コンクリート固化なんて一度も出てき

てませんよ。ジオメルト法とか、いろいろ

ありました。薬品使うとか、水で洗って最

終処分するとか、いろいろありましたけど、

コンクリート固化なんて一切なかった。 

  だから、結局、大阪府に相談しても、完

全処理してないと思われてますよね。だか

ら、完全処理したほうがいいんじゃないで

すかって指摘を受けてますよね。これ、ど

ういう方向性で行くんですか。次に置く仮

置き場っていうのは、保管場所なんですか。

永久保管場所なんですか。それとも、そこ

の場所で処理をするための施設をつくる場

所なんですか。それによって交渉の方法っ

て全く違うじゃないですか。でも、そこの

最低限の前提条件っていうのは、大阪府と、

何度も行って、すり合わせしとかないと。

それって、周りの人、誰もできへんのです

よ。何でかって、決定権あなたにあるから。

できないなら、本当にやめたほうがいいん

ですよ。 

  だから、そこの部分は、大阪府に一度行

って、そう言われた。住民説明会、僕は毎

日でも、どんどん、どっかへ部屋借りて、

何かあったら、いつでも説明しますという

体制をつくったほうがいいと思いますよ。

それぐらいのことをして、何で周りに、ほ

かの自治体にね、住民説明なんて当たり前

のことですよ。問題が起こったときに。そ

んなことまで一々指摘されないかんのです

か。それをして、大阪府の知事に、何度も

行って、そこの部分のすり合わせをして、

こうなりましたという方向性、まず一本に

絞らないと。先の方向性が見えない限り、

その地元って、いや、仮置きなの、それと

も永遠に置くの、ここで施設をつくるの、

で全然違いますよね。そこはせめて押さえ

ないと。そこの押さえるとこまでは、あな

たの仕事ですよ。そしたら、その後は、力

のない議員、僕なんて力ないですけど、頭

下げるしかないですよ。それぐらいでも何

でもしますよ。土下座でもしますよ、どこ

行ってでも。つぶれるもん。あんたの、わ

けのわからん判断のせいで。 

  それと、今回の問題に至って、情報を出

してなかった。一番の問題は、一廃を産廃

なんかに変えたことでしょ。法的には、施

設組合管理者であるあなたがすればいいと

なってますけど、日本全国どこを見ても、

一度、一廃って決まったものが、途中で何

も変わらんのに産廃になったケースなんて、

ないんですよ。豊能郡のダイオキシン問題

で、ダイオキシン特措法ができました。そ

れで今回のような、あなたのやり方をした

ために、今までは性善説に立ってた自治体

のあり方が、いや、自治体であっても一般

廃棄物を産業廃棄物で、途中で変えること

はまかりならんという法律改正が行われる

かもしれませんよね。本当、情けないです

よ。周りから見たら議会だって一緒なんで

すよ。全く説明も協力も何も言われてない

議会でも、一緒なんですよ。豊能町という、

豊能郡ということで。 

  とりあえず、それと、稲敷の試験。いつ

まで求めてるんですか。ずっと求めっ放し

ですよね。行こうよ。行ったらいいやん。

研究所の前に行って、出してくれって。あ

なた、国崎クリーンセンター、１市３町の

副管理者でもあるんでしょ。あそこでダイ

オキシン濃度を測定してますよね。かなり

細かく。すぐ出てますよね、試験。知って

ますよね。それだったら、こんだけ出ない



 

 2－31 

ということに、おかしいと思えへんのです

か。それやったら、ないならないで、行っ

て確認しないと。それで、なかったらなか

ったで、すぐに言わないと。また隠して、

後のほうから、実は何も知りませんでした。

燃やしたけど、ダイオキシンが出てたかど

うか、その場で測定してませんでした、と

なったら、また大問題ですよ。ばらまいた

んですから、証拠はないけど、ばらまいた。

普通、測定するんやったら、その場で、燃

やしたときに測定装置でないとはかれない

でしょ。それぐらいの設備は把握して、そ

こに実証実験頼んだんでしょ。そこも踏ま

えてお聞かせください。 

  以上で、２回目終わります。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  まずは、一問目の答弁漏れのところで、

なぜここだけ地元に説明しなかったのかと

いうことでございますけども、我々の当初

の判断としては、ここはもともと財産区の

用地であるということもありましたので、

林の中、森の中みたいなところでしたので、

地元というのは、ここではないのではない

かというふうな判断のもと、進めてしまっ

たといったところでございます。 

  次には、印影が違うということでござい

ますけども、これについては、我々は別に

これを進めたというわけではなく、あくま

でも事業者との協議のもとで、こういった

価格だということでしたわけでありまして、

元の焼却の値段から判断しても、そんなに

大きな差はなかったので、この価格で判断

させてもらったものでございます。 

  それと、稲敷市への持ち込みに関して、

搬入の話ですね。搬入期間が長いといった

ことでございます。それについては、ちょ

っと私どもでは、それは把握はできており

ません。そのまま、私どもは稲敷へ行って

いるというふうなことで思っておりました

ので、そこについては、私は把握はできて

おりません。 

  次に、コンクリート固化の手法。これは

先ほどの繰り返しになりますけれども、当

時の施設組合の中でもコンクリート固化で

処理をするというような話も、大きな選択

肢の１つだということで、過去にも、大阪

府から来られている方も含めて、そういっ

た話があったというふうにありましたので、

そういった意味から、今回これで進めさせ

てもらいました。 

  それと、保管場につきましては、これは

もうここで最終の永久の処理場ですから、

保管場所というふうな形で進めたいと思っ

ております。 

  済みません。まずは、これからのものに

ついては、当然ながら仮置きです。最終形

について、聞かれたんではなかったですか。

これからについては、これからというか、

今の部分については、当然ながら仮置きの

場所についてお願いをしているところでご

ざいます。 

  それと、情報を出していなかった、法的

に一廃から産廃に変えたといったことでご

ざいますけども、これはもともと処理場を

解体したというところから出てきているご

みでございまして、そうしますと、周りの

炉であるとか、当然、燃えがらもまじって

おりますけれども、我々当初から、その辺

については、そういった認識のもと、これ

も繰り返しになりますけれども、一旦、外

に出たときに、これは産廃ではないですか

という話も聞いた中で、再度、検討し直し

て、３５本以外を除いた分で検討したとこ

ろ、大多数が産業廃棄物が８割方というこ

とで判断をして帰ったといったところでご
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ざいます。 

  それと、稲敷の試験のデータは、まだ出

てきてないという話ですけども、これも、

これまで試験のデータについては、そんな

にすぐに出るというものもなく、また、比

較的長くかかっているものもありましたの

で、すぐに出るというふうな理解はせず、

ただ、今もデータを出してもらうことにつ

いてはお願いをしているところでございま

して。ですから、数カ月ということについ

ては、試験データということで言うと、そ

ういったことも過去にあったというふうな

理解のもと、お願いをしてきたといったと

ころでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並 啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  新たなことを聞いても、同じ答弁をされ

ますからね。本当、入院するか、やめてい

ただくか、本当していただきたい。深刻で

すよ。 

  日本語を理解してください。一度、川西

の保管場所のところね、同じじゃないです

か。吉川財産区の持ち物で、一方で町有地

だったら同じでしょ。持ち主は、町の持ち

もんなのに、地元の説明をあえてしたんで

しょ。それやったら、人が入ろうが入らま

いが、財産区の持ち主であったとしても、

光風台への説明が必要やったんじゃないで

すかって、それ聞いているんですよ。それ

をせんくて強行にいって、結果的にぽしゃ

った。だから、その金の分は直接請求した

いぐらいやって言うてるんですよ。理解し

てますか。 

  それで、あそこは、どこよりも、豊能町

の中で、一番、車が通るとこですよ。西の

玄関口ですよ。そういうところを理解され

てますか。ダイオキシン売りにするんです

か。ダイオキシン売りにしてるまちに、誰

が来るんですか。そこを聞いているんで、

ちゃんと理解して、もう３回目なんでね、

答えてください。 

  それと、さっきの答弁漏れですけど、府

とのすり合わせ、それでいけてるんですね。

仮置きして最終処分場をつくって、そこで

保管ですか、処分するんですか。そこを府

とはすり合わせてくださいって言ってます。

そこをすり合わせないと、進まんじゃない

ですか。 

  現にね、あなたはコンクリート固化も、

そのときも検討されてきた。その検討資料

を今度、見せてくださいよ。我々には見せ

られてないもん。ないんですよ。ジオメル

ト法とか、何か薬品を使うとか、いろいろ

ありましたよ。でも、コンクリート固化っ

て、僕は初めて聞いたんですよ。その検討

の書類。検討して、何がだめだったか、見

せてください。お願いしますよ。 

  それと、あなた、町内で処理するとなっ

たときは、安全に安全に気を使いましたよ

ね。処理技術の選定委員会が、２社から選

びましたよね。でも、さらに安全をと高い

ほうを選んだんですよね。２億近い高い方、

技術を選んでるんですよね。それが、ほか

に出すときは、もう全く関知しない、そん

な状況でいいんですか。やっぱりね、排出

者っていうのは処理出した後も、ちゃんと

処理されているか。処理されたものが、ち

ゃんと無害化されているかっていうところ

までは押さえないと。実証実験も一緒です

よ。遅くかかっている。通常なら、その言

いわけは通るかもしれませんよ。でも、今、

豊能町、こんな状況ですよ。言ってすぐ出

してもらいなさいよ。あかんかったら、取

りに行きなさいよ。取りに行くとなると、

２月何日からやから、１カ月以上かかるん

かな、かからんでしょ。普通に行ったら飛
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行機で一発ですよ。日帰りできますやん。 

  それと、すぐに把握してください。一体、

２月１６日に出して、４月２日までの間、

何をしてたのか。いろんな疑問出てきます

よ。ほかのとこ行ってないか、全量が３５

本そこに行ったのかとか、ほかのところで

どっか置いてないかとか、いろんな疑問が、

情報を正確に出さなかったら、また出てく

るんですよ。そこはしっかりと。自分が把

握できなかったら、そういう事実が出てき

たんやったら、すぐ調べないと。仲介に入

った環境テクノロジーさんにも、即聞いて、

何してたんですか、気になりませんか。こ

れ、気にならなかったら、本当、リーダー

としての素質、もともとないですけど、本

当やめてもらいたい。迷惑ですから。腹立

ってしょうがないです。 

  それと、また、産廃と一廃の話のときに

言いましたよね。施設を解体したものだか

ら、これは産廃と考えられるみたいな。何

で、いまだにその認識なんですか。その認

識、通用したとこありますか。どっこも通

用してないでしょ。大阪府も、神戸市も、

一廃です。だから文句来てるんでしょ。原

因そこにあるんですよ。あなたが法律の超

拡大解釈をするから。 

  ずっと以前から指摘してますよね。もし

産廃にできるんやったら、これまでの町長

が処理できてたと。産廃でも土壌を4,００

０本処理した実績があるんだから、そのと

きに処理できたんですよ。でも、そこで処

理できなかったものは、一般廃棄物として

残ったんです。だから、これまで処理でき

なかったんですよ。それが２０年ですよ。 

  そんな小手先の名前変えるだけで、とい

うことで処理できるようなんじゃないんで

すよ。何が非常に腹立たしいか。あなたの

したことで、またダイオキシン問題、猛毒

扱いですよ。発生当時は、すごい猛毒扱い

やったんですよ。放射能の次みたいな感じ

で。誰も研究してる人がいなかったから。

時間がたつにつれて、東大の先生とか、い

ろんな人が研究して、徐々に安定な物で、

水に溶けなくて適切に処理したら、高温で

処理したら、ちゃんと処理できるというこ

とがわかって、そういうのが広まっていっ

て。 

  現実ね、高山から吉川支所の警察の所に

置いたときも騒動、何も起きなかったでし

ょ。もし、それ発生当初やったら、それだ

けで大騒動ですよ。それだけ、社会という

のがダイオキシン問題に対して理解してき

た。なのに、今回こんなことしたから、ま

たダイオキシン問題、猛毒扱いで、どうに

もならないような状況に逆戻りですよね。 

  あなたのしたことって本当にね、相当責

任重いんですよ。そこのとこ理解してます

か。もし、やめないんやったら、８月３１

日までに全部こっちに持ってこなあきませ

んよね。これからもう２週間ですよ。どう

いう行動をするのか、言ってくださいよ。

全部説明してくださいよ。こういう所に行

く、こういうことがある、こういうことを

行く予定やから、何とかここら辺でめどが

立つ。それがなかったら、本当に川上議員

の案に乗っかるしかないじゃないですか。 

  そこを明確に説明して、安心させてくだ

さいよ。しんどそうに、体調不良で、心配

しますわ。体調不良やったら、もう本当に

やめてください。本当にやる気があるんや

ったら、そこら辺を、今あなたが頭に描い

ていることを全部説明して、説明してくだ

さい。それでまた判断しますから。 

  以上で、３回目終わります。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 
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  お答えします。 

  １問目のものについては、繰り返しにな

りますけれども、あそこは特別地方公共団

体の用地ということで、地元はないという

ふうに認識をしておって進めさせてもらっ

た。確かに、豊能町入ってすぐの玄関口と

いうことも、見方によってはあろうかと思

いますけれども、やるとしても、当然、フ

ェンス等で囲ってというふうに考えており

ましたんで、特にダイオキシンを強調する

という気はなかったです。 

  それと、府とのすり合わせの中で思って

おりますのは、府との今のすり合わせの中

では最終形は処分ではなくて、最終の処理

場として保管するという方向で今、話を進

めております。すり合わせをしております。 

  コンクリート固化についての議事録とい

うことについては、これは残っております

ので、コンクリート固化ということについ

ては１つの手法だということは、そういっ

た考え方は、過去にはまとめられておりま

す。 

  それと、先ほど、２月１６日から４月２

日までの間、そのトラックがどうなってい

たかということについては、これは結局ま

だ把握はできておりません。 

  産廃・一廃の議論ですけれども、これは

当初、私どもとしては、いろいろ外からの

知見もあり、再度見直したということで変

えたものでございまして、最終的に、こう

いった形で大きなことになったことについ

ては、非常に残念で申しわけないと思って

おります。 

  この８月３１日までについては、先ほど

来あったような用地、そういった用地につ

いても申し出あったところもありましたの

で、そこも含めて今、検討しておるところ

でございますし、それについては、ほかの

手法も含め、いろんな用地で検討していき

たいと思っておりますが、議員の皆様でも、

もし何かいい所があれば、情報をいただけ

ればと思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  この際、暫時休憩します。 

（午後２時２２分 休憩） 

（午後２時２５分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  永並議員の質問については、回答全て終

わっております。 

  次、ございますか。 

  この際、暫時休憩します。 

  次、４０分、会議を再開します。 

（午後２時２５分 休憩） 

（午後２時４０分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  １１番、福岡です。今、豊能町の置かれ

ている現状、情けないでんな。町長、情け

ないということ、わかりますか。ほんまに。

町長が目指しとったダイオキシンの完全処

理ですね。できてまへんねや。ほんで今、

今まで、これまで１０時半から始まった半

分以上は、９時半から始まった、時間たっ

てますけど、全部７月６日以降の話ですわ。

仮置き場についてですわ。 

  一生懸命、町長は、一般廃棄物を産廃と

決めたと。そして随分、神戸でされて、安

全や安全やと言ってますけど結局、一般廃

棄物を持ち帰れ。そして、しかも２５トン

かそこらが、何ぼになりまんねん、今。３

００何ぼか、大方４００トン近いでしょ。

そんなんを無害化処理するいうたら、どん

な莫大な金かかるか、一番、町長よう知っ

てはりますわな。私、２５トンやったらね、

今でも僕、処理できまっせ。１億円かけれ
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ば。三池製錬へ持っていったらいいんです

わ。 

  そこでお聞きしますが、三池製錬から引

き上げられた本当の理由は、町長はつかん

でおられますか。 

  さらに、関係団体の反対ということがあ

りましたが、いまだに関係団体については

明らかにされておりません。つかんでなか

ったら、つかんでないで結構ですよ。本当

に知らなかったんですか、それとも知らさ

れてなかったんですか。これが第１点。 

  次に、これまで３月議会、そして６月議

会、さらに全員協議会、議員懇談会等で、

一貫して３月末に処理すると言われており

ました。これまで答弁、この私らが３月末

で本当に大丈夫かというて聞いたり、ある

いはどうなったと聞いたことに対して、こ

れまでの答弁を町長、議会に対して訂正さ

れますかどうかについてお聞きしたい。当

然、訂正されるのが普通やと思いますけど。 

  次に、豊能町の町長として、施設組合管

理者以下、組合、町長はよく我々と言いま

すが、このことの、この人たちの管理者、

副管理者並びに事務局長も踏まえた、この

人たちのずさんな計画ということを御存じ

ですか。どう考えておられますか。３点目。 

  ４点目。今度の仮置き場のプロセス、シ

ナリオ、あるいは逆に言えば、この仮置き

場の処理に対して、正直、施設組合の当事

者能力ないでしょ。そしたら、議会にお願

いしますと一言、言ってください。議会も

努力します。なぜならば、議会は住民のあ

る一定の代表として自覚もありますし、言

ってください。言えるでしょ。 

  町長が、ああ、もうしんどそうや。ああ、

健康上、不良やと言わんと、言ってくださ

いよ。私らは努力します。期限切ってもう

ても結構です。 

  それから、たびたび町長は産廃で処理し

たからとおっしゃいますが、しかし神戸で

一廃という形で持って帰れと言われるんで

すけど、これについて、昔は特定管理一般

廃棄物であったやつが、特定管理というの

が取れたかどうか、これについてお聞きし

たいと思います。 

  さらに、私は、先ほどからテクノロジー

の井上氏と、だまされたとあります。マス

コミ上でも、9,０００万円が行方不明。そ

の人に賠償責任を負わせる、つまり訴訟を

起こす必要があるかについてお聞きしたい。

当然、三井三池も処理されてないから、各

種団体がどうか知りませんが、三井三池に

対しても、契約不履行で訴える気はありま

せんか。当然、三池製錬に対して訴える義

務があると思いますが、やってないんだか

ら。これについてお聞きしたい。 

  何度も私はこれまで言ってきました。仮

置き場云々よりも、処理することが大事だ

と。そうすると、先ほどから、処理は町内

で仮置きから離して置きっ放しやというこ

とですが、本当に大阪府指導のもとで処理

する考えはあるかないかについてだけ、お

聞かせください。 

  以上で、第１回目の質問を終わります。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  １つは、三井三池の断られた理由という

のは、これはもう関連団体からの調整がつ

かなかったというふうに我々は聞いており

ます。その理由で今回お受けできないとい

うふうな形で聞かされております。 

  次に、議会での答弁について訂正するか

ということでございますけれども、これは

当時、私は処理できたというふうな認識の

もと、お答えをしておりましたので、それ
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をちょっとさかのぼってというのは、どう

なのかなというふうに思っております。当

時から、私は処理ができたという認識のも

と、進めておりました。 

  次に、組合管理者、副管理者等々のずさ

んな計画をどう考えているのかといったこ

とでございますけれども、こちらも処理を

優先したが余り、結果的にこのような形に

なったということについては、大変申しわ

けないというふうに思っております。 

  仮置きの処理で議会にもお願いをという

話でしたけれども、これも先ほど、午前中

からの答弁からもしておりますとおり、ぜ

ひとも議会のほうにも協力はお願いしたい

と思っております。 

  それと特定管理が取れたかと。これにつ

いては、コンクリート固化ということで一

定処理がされ、要は今の産廃の処理場で処

理できるという形になっておりますので、

特定管理というものは取れております。 

  それと訴訟についてですけれども、これ

は今、弁護士等に相談しているところでご

ざいます。 

  これは大阪府とも話はしているところで

ございまして、最終的にどうするかという

ことについても今現在、話はしております。 

  朝からもお願いしておりましたとおり、

議会の方にも、当然ながら、仮置きについ

てお願いしたいと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そこから行きましょうか。お願いしてる

と。町長な、悪いけど心こもってないわ。

僕、恐らく大阪府に行っても、神戸市に行

っても一緒でっしゃろ。あなた議論好きや

から。神戸では産廃や産廃や言うてたんち

ゃう。向こうが怒って、７月７日に新聞発

表したんも、そのせいと思うわ、僕。はっ

きりお願いするならば、この議会が終わっ

てすぐに、議長にお願い言ってください。

総務部長、もう聞いておられますか。環境

部長、もう聞いておられますか。３人で議

長に言ってください。そんな悪いこと、せ

んと思いまっせ。 

  次に、三池製錬の関連団体の調整がつか

なかったと。何でつかなかったんですか。

これは、はっきり言うて、テクノロジーの

井上氏が邪魔したんですか。そこのところ

が、どうもわからない。これさえ解明した

ら、もっとすらすらと行きまんねや。何で

反対だと。私らの調査では、反対がなかっ

たと聞いてます。 

  それで僕はね、町長ね、一連の中で大事

なことを聞きますが、一般を産廃に変えた

とか、あるいは関係団体に聞いたけど、町

長はその中で、いろんな形の中で、顔を出

しはって、直接聞いたと。あるいは、副町

長か、高木、向こうの局長か、聞いたやつ

をそのまま自分の意見にしたんか、どっち

ですか。あなた、この処理に対して汗を流

したんですか。後手後手に回っているのは、

そのせいじゃないですか。会ったら、時間

も場所も、そして誰と相談したぐらいわか

るでしょ。 

  この間、聞いたら、一廃を産廃にした記

録もないと。そんなばかなことあるかと、

僕は思いました。何月何日、誰と誰と誰と

会うて、これについては、このような根拠

でやったとぐらいは記録すべきでしょ。だ

から僕は、町長として組合がずさんやとい

うのはそこですわ。今まで記録残ってます

か。どこで会合したとか。 

  その点で関連して言いますと、今、弁護

士と相談してると。相談してるだけじゃあ

きまへんねん。結論出さなあきまへんねん。

これは、町長として、結論すぐ出せますや
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ろ。管理者としてでもええから。即刻やら

なあきまへんねや。これ、約束してくださ

いな。やるということ。 

  同時に町長、これだけ迷惑かけてる。こ

んだけ金を使ってる。しかも今後、どれぐ

らいの金が使われるかわからない。町長、

弁償する気はありますか。町長、責任を感

じて、弁償。これも、あるかないかについ

て、弁護士と相談しなはれ。ただし、豊能

町の金つこたらあきまへんで。施設組合の

金も。自分でやりなはれや。 

  次に、コンクリート固化で特定管理廃棄

物を取れましたという話でございましたね。

これ本当ですか。全部、コンクリート固化

したんですか。これについてお聞きします。

全部、２５トン全部、コンクリート固化し

たんですかとお聞きしたい。 

  そしたら、なぜこんなこというたら、３

００トンにもなって帰ってこないでしょ。

コンクリート固化したものを探せば。それ

もあなたたちは、軽々に、持って帰ります。

いっこも、もう少し交渉能力として、もう

ちょっと待ってくれとか、何とか言うたら

ええのに、はい、即効や。１５日に持って

帰るって合意しましたいうて。それから３

０日まで何も動けなかったんちゃうんです

か。そら、個々に動いたか知りませんけど、

表だってきちんと動きましたか。即効持っ

て帰る。 

  この間もそうですわ。１０日の日もそう。

２３日に持ってこられて、議会で怒られて、

また３１日になった。それでも、確約する

場所もないのに。僕はね、約束するとか、

合意するというのは、きちんと裏づけ取っ

てやらなあきまへんで、ほんま。それすら

できてないねん。小さい幼稚園の子でもや

りまっせ。そういうことが、わかりまへん

か。 

  私は先ほど、何と情けない豊能町やと思

ってますねん。町長、この点について、ど

う思われますか。情けないとかやなしに、

胸張っていけまっか。 

  以上で、２回目を終わります。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  １点目の、三池製錬でなぜできなかった

のかということについては、これは当初、

搬送を８月９日に搬送し、そのときから新

聞等で書かれ、その中で、ある社が全国紙

でここの企業の名前を書いたといったとこ

ろから、向こうの委員会でも取り上げられ、

そのあたりからギクシャクし出し、その中

から、その関連団体からいろいろ話があっ

て。結局は、そういったことができっかけ

でできなくなってしまったと、関連団体と

調整がつかなくなって、できなくなったと

いうのが、私が理解しているところでござ

います。 

  それと、これまでの交渉ですけれども、

副町長、事務局長の説明を受けて私が判断

したところでございます。ですので、比較

的うまくいっていたということもありまし

たので、当時はですけれども、その説明を

受けて判断したところでございます。 

  あと、どこで会合したか、記録は残って

いるかということでございますけれども、

非常に急展開で進んだこと等もありまして、

記録が残っていないというものもたくさん

あります。 

  それと、弁護士、これは今、相談をして

おりますので、これについては訴訟を起こ

すべきものについては、起こしていきたい

というふうに思っております。 

  あとは、弁償する気はあるのかというこ

とでございますけれども、非常に莫大なお

金でもございます。また、いろいろ責任も
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あろうかと思います。ただ、私もこれだけ

をやっているわけでなくて、ほか、いろい

ろこの豊能町にとってもプラスになったと

いうことも、これまでしてきたつもりでお

りますので、その辺につきましては、私と

しては弁償できるような金額でもないとい

うこともありますし、総合的に判断してい

ただきたいというふうに思っております。 

  それと、コンクリート固化をしているの

であれば分離できるのではないかという話

だったと思いますけれども、コンクリート

固化といいましても、全部２５トン全部コ

ンクリート固化としたというふうにマニフ

ェストでは確認しておりますし、その中で、

土状ということですので、土状でございま

すので、これをほかのものと分けるという

ことはできないといったところでございま

す。 

  あとは、約束、今回も８月１０日までと

いうことで約束をして、できなかったとい

ったことについては、非常に申しわけない

と思っておる次第でございまして、それに

ついては、約束を守れなかったということ

には非常に申しわけないというふうに思っ

ております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  平成２７年８月１９日、大牟田市の都市

環境経済委員会の環境部資料という形で持

ってます。その中で、他自治体において発

生した焼却灰の市内企業での処理について、

一切、他企業云々について書いてませんわ。

処理しますと書いてますわ。受理に当たっ

て、通知前後において、同組合及び三池製

錬から処理の概要やこれまでの経緯並びに

安全性について聴取を行い、今回の焼却灰

も他の焼却灰と同様に、安全に有用金属が

回収可能であることを確認したと。なぜそ

んな企業の名前出てギクシャクするんです

か。おかしいと思いませんか。 

  大牟田市が、この都市環境経済委員会、

新聞に出たからいうて、そんなギクシャク

するような新聞に出てるんですか。見たん

ですか。恐らく、都市環境経済委員会の記

事は出たと思いますよ。かもしれません。

そやけど、実際そんな、反対とか出てない

ですよ。だから、そこが一番大きな鍵やと

言ってる。おわかりになりますかね。 

  もう１点、これに関連して。一廃を産廃

に変えた。ほんなら２５トン全部、コンク

リで固化したと。それが何で砂状なんです

か。あなたはこれまで、産廃の中に大きな

鉄くずがいっぱい入っていると。それ、コ

ンクリートを固化したら、粒状になるんで

すか。それ、からくり教えてくださいよ。

わかってんねんやったら。新聞記事か報道

記事か知りませんけど、その中で、７トン

ぐらいはしただろうと。しかし、ほかの鉄

くずは、そのままじゃなかったんですか。

いわゆる、あなたが言う一廃総体産廃には。

それが何で粒状になるんですか。そうでし

ょ。わかりますか、僕の言っていること。 

  それともう１点。町長ね、この損害どう

考えてるの。豊能町の。大きな損害を受け

てるのについて。少なくとも８９０万円の

退職金ぐらい返しなはれや。僕は、それを

お聞きしますわ。お答えください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずは、三池製錬のことでございますけ

れども、これは我々聞いておりますのは、

やはり関連団体と三池製錬が調整がつかな

くなったので、処理はできないというふう
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に、三池のトップの方からも、うちの担当

者は聞いておりますので、それは残念なが

ら間違いないことでございます。そこで受

けていただければ、もうこんな事態にもな

ってなかったですし、そこについては、や

はりできなかったというのは、我々も確認

しておりますし、それは事実でございます

ので、非常に残念と思っております。 

  それと、コンクリート固化。確かに、固

形物等もありましたので、そういった意味

で言うと、２５トン全部かと言われたら、

ちょっと表現がおかしかったかもしれない

ですけれども、ちょっとこれについては私

も技術的な話、よくわかってない面もある

ので、私の理解としては、そういうふうに

理解しておりましたが、細かいことについ

ては、申しわけございませんけれども、お

答えは、済みません、私、理解をしており

ません。 

  あとは退職金の話ですけれども、これも、

ほかのこともいろいろやっておりますので、

私は全体で評価いただきたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  ほかにございませんか。 

  小寺議員。 

○８番（小寺正人君） 

  小寺です。神戸市から豊能郡環境施設組

合の組織体が、でたらめであるという指摘

を受けておるわけですけれど、その環境施

設組合の意思決定機関ですね、これは管理

者、副管理者、理事、こういうところが意

思決定機関になっているのかどうか。 

  それと、大牟田市から神戸市で処理する

一連の処理の意思決定のメンバーは、どな

たであったのか。一般廃棄物を産業廃棄物

に変えて、神戸に持ち帰り、その処理をす

るという意思決定は、誰によってなされた

のか、ちょっと教えてください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  意思決定の機関がどうなっているのかと

いったところでございまして、それにつき

ましては、今回、特にその中でも、大牟田

から神戸市に処理の意思決定のメンバーは

誰かということでございますけれども、こ

れは、私と副町長と、あとは施設管理組合

でして、このときには、両町の理事は入っ

ていない形で、私どもの管理組合と副町長、

私が最終判断をした形の意思決定といった

ところでございます。 

  済みません。ごめんなさい。副管理者も、

管理者、副管理者、それと今の施設組合で

すね、事務局長も含む、で意思決定をいた

しました。副町長も一緒に入って決定した

ところでございます。豊能町の副町長です。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺議員。 

○８番（小寺正人君） 

  そうすると、意思決定機関の理事が入っ

ていない意思決定を行ったと、こういうこ

とになるわけですよね。それは違法なのか

どうかということなんですけど、違法では

ないかと私は思いますけど。 

  それから、神戸から豊能郡に持ち帰る汚

染物が１０倍以上になっていると。という

ことは、神戸で処理された、ほかの、豊能

郡が出した汚染物以外の汚染物も持って帰

ってくるということを意味してるわけやか

ら、当然、神戸市から、無害であるという

証明を当然、取りつけないとだめですよね。

それを持ち帰れば、住民説得に使えるので

はないかと私は思うわけですけども、問題
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は、今、刻々と迫ってくる８月３１日とい

う期限ですよね。迫りくる危機を回避しな

いといけないという問題と、もう既に税金

を垂れ流しているという問題。それから、

８月３１日以降に、想定されている事態、

どのような事態が起こるか、見込まれる損

害額、これをどのように見積もっているか、

ちょっと教えていただけますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  １つは、意思決定については、最終的に

は理事が入っていない形で決定をしたとい

ったところでございまして、適正かどうか

ということについては、ちょっと何とも難

しいですけれども、少なくとも、その管理

者、副管理者は、これの決定に加わって進

めたといったことでございます。 

  それと、神戸市からその他の汚染物も持

って帰ってくるということ、分けることが

できないので持って帰ってくることになり

ますが、この文書についても今、何か出し

てもらうべく、今進めているところでござ

います。 

  それと、３１日が期限であると、これに

向けて進めなければいけないんですけど、

その後、どれぐらいのお金が見込まれるの

かといったことの話でございますけれども、

まだ想定はできておりませんでして、１つ

は、今度、仮置き場がどこになるのかとい

うことで、それによって、また変わってく

ると思いますし、今現在でも搬入に1,５０

０万、運ぶのに６００万、それと、そこの

花折橋の整地で1,５００万かかっていると

ころでございまして、あと、今後、用地に

よって、どこでするかによって、どれだけ

費用がかかってくるのかというのは、まだ、

申しわけございませんけれども、見込める

状態ではないので、今現在、見込みはない

です。 

  ただ、同等の、今程度の、最大でも今程

度のお金があれば、できるのかなというふ

うなことは予想はされますけれども、今現

在、明確に幾ら幾らという形では、用地が

決まってない段階では見込みが立っていな

い状態でございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺議員。 

○８番（小寺正人君） 

  我々が懸念しているのは、もう最終、も

うこれ以上延期はしませんと明記されてる

わけやから、それが神戸市に残っていると

いう場合は、神戸市が豊能郡環境施設組合

に、代位して行政代執行を行うと。そうす

ると、トラックを３０台ぐらい連ねて豊能

郡に持ち帰ってくると。それをおろす所が

なければ、また、今と同じことが起こると。

この損害が物すごい大きいと我々は非常に

危惧しているわけです。 

  それで今、町長の取り得る選択肢が非常

に狭まれていると。だからここで、神戸市

から持ち帰る汚染物が無害であるという証

明をもって住民説明を行って、もう豊能郡

の公共用地をもう選定して置くと、そうい

う決断をして実行するか、それとも川上議

員の提案、これを受け入れるか、もうどち

らかの選択をしないと間に合わないと思う

わけですけど、いかがでしょう。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まさに、おっしゃっておられるように、

早急に用地を決めてやらないと間に合わな
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いというのは、もう十分認識しておるとこ

ろでございます。 

  そんな中で、今、議員の方からも御提案

あった、また、もしほかにもあれば教えて

いただきましたら、含めて検討させていた

だいて、３１日に向けて仮置きができるよ

うに進めてまいりたいと思いますので、ど

うぞ情報をお持ちの方ございましたら、提

供をお願いいたします。 

  今出たばっかりの話ですので、今すぐに

は、申しわけないです、お答えはしかねま

すので、今の案も。ですから、川上さんの

所も、どの用地でどんなものかというのは、

全く私ども今、初めて聞かされた段階でわ

かりませんので、今の段階でどっちにしろ

というのはお答えはできませんので、そう

いった情報も含めて検討はさせていただき

たいと思いますので、また詳細について教

えていただけたらと思います。よろしくお

願いいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  野村議員。 

○１番（野村剛志君） 

  まず、不明なところで２つを聞きたいん

です。 

  １つは、きょう出していただいた資料、

日時のスケジュールがあって、この中に、

稲敷市とのいわゆるアプローチ、やりとり

というところが全くありません。だから、

稲敷市に対しては、全く町として、あるい

は組合としては、働きかけ、情報収集ある

いはおわび等、こういったことについては

全くされていない。つまり、環境テクノロ

ジー井上という方の仲介であったがために、

そこについては何も、いわゆるアクション

を起こしていないということでよろしいで

すか。もし足りてないんであれば、そこに

ついても欲しいです。向こうの議会におい

ても、先ほど橋本議員から質問がありまし

たとおり、具体的に日にち等出ております。

その中で協議をされています。ですから、

そのあたりについての情報も、実際、収集

しようと思ったらできる話です。だから、

今その３５本について、現状についての情

報収集の、いわゆるベクトルのかけ方が余

りにも無責任過ぎるというふうに感じます。

ですから、そのあたりについては前向きに、

うちの責任として、排出者責任として、し

っかり取り組まれるようにしてもらいたい

というふうに思います。 

  もう１つわからない点は、管理者として

田中町長は、豊能郡に神戸市から持って帰

れと言われる産業廃棄物を持って帰ると言

っていますが、能勢では、実際じゃあ、田

中町長、管理者以上に、どちらか実際当た

っていただいているんでしょうか。そのあ

たり、本当に能勢の町長、山口さんと協力

的に前向きに取り組まれているのかどうか。

全く今の段階では、負担割合も約７５対２

５という負担割合の中で、経費割合の中で、

しかも豊能町に持ち帰るということしか見

えない、そのように感じるわけでして。豊

能郡とおっしゃられるなら、能勢、豊能で

全体の中での報告が、要は当たるというこ

とが必要で、それに対する情報提供が田中

町長からなければならんと思いますが、今

受けている情報提供というと、丸っきり豊

能町の中でずっと探しているように感じま

す。だから、このあたりについてお伺いを

します。これが不明なところ、２点です。 

  それから、川上議員の提案にあったこと

というのは、つまり田中町長が、これを最

後、持ち帰るまでが自分の責任だというこ

とで、やられるということを明らかにクリ

アできるのですね。要は、首を差し出せと

いう極めて政治的に重いことをおっしゃっ

てますが、それをすると、川上議員は後の

処理、いわゆる豊能町内に持って帰るとい
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うことについては責任を持つと言ったので

すね。ですから、ここは田中町長がおっし

ゃられる、最後の責任いうところの終着点

と川上議員が提案した、そこはリンクをし

ております。イコールです。だから、それ

を飲まれるのか、もう１つは、例えば豊能

町長としては豊能町内の町有地、先ほど小

寺議員が提案しました方法ですね。明らか

に、もう今のこの段階で調整を進めていな

ければ、３１日には終わらないということ

ですから、ここについての決断をしてもら

わないと。決意をしてもらわないと、いず

れにせよ、３１日が来て行政代執行という

ことになりますから。 

  先ほど小寺議員からの質問に対しても答

弁が不十分でしたので、このあたりもう一

度、確認をさせていただきます。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  稲敷市へは電話等、そういったことで調

整は今しているところでございまして、特

にこの表の中には、いついつ電話とか、そ

ういったことについては入れておりません。

ですから、その辺の話は稲敷市とも当然、

話は進めていっているところでございます。 

  あとは、能勢も、これも幾つか区長さん

に当たっていただいたりとかはしましたけ

れども、結局、その説明会、幹事会に至る

ところまでは至らなかったので、先ほどの

説明の文の中には入れておりません。 

  それと、川上議員からの提案であります

けれども、これにつきましても、私がやめ

るだけじゃなくて副管理者もという話もあ

りましたから、それについては私だけが

軽々にはお答えはできないので、これにつ

いては。ただ、私だけやめるという話でな

っても、副管理者が違うんであれば、それ

は進まない話だと思うんで、それは今、話

をしても、どうかなと思いますので、その

辺については、コメントは差し控えさせて

いただきます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  野村議員。 

○１番（野村剛志君） 

  まず、じゃあ、足りない資料、要は稲敷

についての時系列的なところで、これ、神

戸市さんとやり取りをしているように、ど

のようにやり取りをこれまでされてきたの

か。どういう質問を受けて、どういうこと

を回答しているのか、このあたりについて

全く見えませんので、そのあたりについて

は御報告ください。 

  それから、川上議員が言っていることと

いうのは、それは能勢の町長のことも言っ

ています。能勢の町長というのは能勢の町

民によって選ばれた方ですから、権限とい

うものはこちらには一切ありません。だか

ら能勢の町長が判断すればいいことです。 

  でも、人のことではなくて、あなたのこ

とを聞いてます。山口能勢町長がどう言お

うと、あなた自身にはどういう思いがある

のかということを聞いているんですよ。だ

から、そういったところをちゃんと、自分

事として、自分の責任の取り方として、そ

のあり方を言うてもらいたいと言うてるん

です。もし、じゃあ、能勢の町長のことが

わからないから答えられないというなら、

今、現実にどこに当たって、具体的にどん

だけ進んでいるんですか。３１日を回避で

きるだけのこと、実際、成果物として今あ

るんですか。この議会に対して報告できる

ものがあるんですか。この議会の今の皆さ

んに対して、報告して納得させるだけのも
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のがあるんですか。あるんだったら出して

ください。だったら聞きましょう、待ちま

しょうって言います。でも、だったら待ち

ましょうということが、今言えない現状に

あるんですよ。あなたは責任者として、そ

れを遂行されていない。示すこともできて

いない。だから聞いてるんですよ。少なく

とも、あなた自身が自分の首を差し出して

でも、最後の終結に向かって臨む気持ちも

あるのかないのか、そのあたりについては

明言いただきたいと思います。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  もし私だけがやめて、今の考えでいける

んであれば、それは私はやめるつもりは十

分ございます。これを進めるということが

最優先だと思いますので。 

  ただ、今回の話は両方という話ですから、

それに関してはお答えはできません。です

から、そういったふうに理解していただけ

ればと思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  それについては、先ほど来から話をして

おりますけれども、そこまで今、お話しで

きるような段階までは至っていないので、

議員の皆様にも、今後、用地の情報とかま

たお願いするときに、協力をお願いしたい

というふうに思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  先ほど申しましたように、電話等のやり

とり等々はありますけれども、ちょっと今、

それについてはこの資料の中にはありませ

んし、接触はもちろん、しております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  野村議員。 

○１番（野村剛志君） 

  最後の質問です。 

  やはりそういったところですわ。神戸市

さんのホームページ見たら、逐次、タイム

リー、その日のうちに、はっきり言って情

報を全部開示されてます。こちらから、あ

えて質問することがないぐらい出てます。

仮にあったとしても、それは許される極め

て許容の範囲ですね。でも、豊能町のホー

ムページ見てくださいよ。一行だけあって、

あと中身については、ほとんどありません。 

  要は、こういうのを隠蔽体質と言われて

いるんですよ。次に進むためにも、今取り

組まれてる現状がわからないと、次に対す

る対策がとれないのですね。で、各議員も、

いわゆる情報収集に当たったり協力を求め

たりする上で必要な物が、全然欠如してで

すね。今だったらこれ、稲敷市さんに対し

て質問しようと思ったら、まずわびて、そ

こから一つ一つ、もう一遍聞かなあきませ

んねんな。 

  だから、そうなんです。朝でもそうです。

これをやっと、こちらから言うて出してく

る状態。それがいかんと言ってるんですよ。

稲敷市さんについては、電話等々で、いつ

いつって確定できないんやったら、何月の

何日ごろとか、こういう報道があってから、

何日以内ぐらいにとかって、そういうふう

にしてもらったら。例えば、どういうやり

とりをして質問を受けて、どう回答したの

かぐらいは、内容については覚えてられる

でしょ。一語一句までは言いませんけど、

そういったものは出していただきたい。 

  それから、改めて確認をします。最後の
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確認です。御自身の首をいわゆる差し出し

て、それでもし終結するなら、それでも構

わないということは、改めて確認をさせて

いただきます。川上議員は、よく聞いてお

いてください。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ですから、繰り返しになりますけれども、

この最終の終結、これが私の最後の仕事だ

と思っておりますので、今、私がやめるこ

とによって、そういったことになるんであ

れば、それはそれで私は十分受けたいと思

っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  次、質疑ございますか。 

  西岡議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  西岡です。今までるる聞いておりました

けども、町長は体調が悪いということです

けども、体調が悪いんじゃなくて、もうあ

なた自身、病気ですわ。はっきり言うたら。

これは、私が解決できるという、ひとりよ

がり病ということですわ。申しわけないけ

ど、誰もあなたに期待はしてないというこ

とをはっきり言うときます。 

  さらに、まだやるんであれば、まだ問題

を起こすであろうと。誰もが思っておりま

す。それは、原因は情報の収集がないとい

うこともありますけども、いわゆる仕組ま

れてた解決法というかね、どちらかという

と隠蔽工作から問題をより多く起こしてま

す。解決じゃなくて、あんた問題を起こし

てるんですわ。それはね、やっぱり対応し

てない。対応じゃなくて、住民さんに対し

て問題を起こして、それを適応してるんで

すわ。こないなったから、こないしてくれ

と。全てそうです。 

  だから、ごみを持ってくることでも、こ

れ持っていって、そこで炭にしてもらうと、

適応してもらうと。そうじゃなくて、事前

に解決策を考えてから持っていくのが本来。

こんなんね、普通の人、一般常識ですわ。

だからあんた病気やっていうんです。 

  病人を相手にしませんけども、先ほどね、

川上議員から、わしやったらやると、町長

どないやねん言うたとき、できると言えな

かった。だから、あんたもう失格なんです

よ。だから、我々はできることをしたい。

その中で、もうここに至ってね、情報を開

示するぐらいのことはしなさい。それがあ

んたの、せめてもの最後の責任ですわ。 

  ちょっと聞きますけど、さっきからいろ

いろ聞かれているんですけども、だまされ

たとよう言うてますな。だまされたと思っ

た時点はいつなのか、それがまず第１点。 

  それから、先ほどから出てる三池製錬。

これ、なぜ契約をほごにしたのか。これは、

ある団体からという話。何でこの団体が言

えないんですか。この団体を聞きます。 

  それから、神戸市からクレームの新聞報

道が出ました。そのときに、出た時点で環

境テクノロジー、それと前副町長に連絡を

とって、情報を収集しましたか。そのぐら

いのことはできるでしょ。あんたがやった

ことですから。やめた職員やけど、ちょっ

と聞かせてくれと。情報はどないやってん

と。真実知らんでしょ、あんた。さっき聞

いたように、何で三池製錬がそこで断るん

ですか。そうでしょう。 

  それともう１つわからんのは、この環境

テクノロジーに１億で契約したと。そのと

きに、環境テクノロジーの会社を調べなか

ったんですか、どういう会社か。そんなん

ね、常識ですよ、行政にとっては。１億の
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仕事渡すときに、その相手の会社を調べん

と丸投げするような行政は、全くないです

よ。わしら一般企業でもそうですけど、仕

事を受けたときに、下請に渡しても、元請

が下請の責任まできちっととりますよ。だ

から、そのテクノロジーに対して、刑事告

発ということもおっしゃってますけども、

いまだに何も動きないでしょ。やってます

か。やってないでしょ。即やらないかんで

しょ。誰の金ですか、これ。みんなが言う

てますやろ。後ろでね、一般の方もね、時

間も忙しいのに来て、何やわけのわからん

答弁してね、一生懸命我慢して聞いてます

んや。それは、自分らが提供した財源で、

町が一生懸命やってくれてると、施設組合

がやってくれると思ってるから、頑張って

聞いているんですよ。しょうもない答えを。

ちゃんと答弁せないかんですよ、あんた。

みんな忙しいんですよ。わかりますか。そ

ういう責任感が、まずない。 

  だから、あなた、総合判断で私の退職金

言うたけど、総合的に判断したら、ごっつ

いマイナスですよ。あんたの退職金どころ

の話じゃないですよ、私に言わしたら。そ

ういうことも判断できないんですから、即

刻やめたほうがいいと思います。我々は、

あなたからもうた情報で、協力体制をとっ

て解決に向けてやっていきたいと思ってお

ります。 

  ですから、環境テクノロジーという会社

も調べずして契約をしたと。その辺の落ち

度に対する責任は、やっぱりさっきの指令

命令系統、どこがやってるのか知らんけど

も、さっきの話では理事は抜けとったけど

もという話やけども、理事抜けとっても、

それだけの人が入って契約してるわけです

よ。その責任、それとそれに対する対応が

全くないのは何でですか。 

  だから、個人の問題もあるけども、施設

組合自身の問題も、先ほど小寺議員からも

指摘がありましたけども、施設組合の責任

体制がどうなってるのか。正管理者と副管

理者の言うことが違うんですよ。何でです

か。このあいだの２２日のマスコミ報道で、

豊能町の議員がかんでるみたいな話して、

あなた否定しなかったね。豊能町の議員、

巻き込んでいいんですか、施設組合が。施

設組合に対して、豊能町議会に対して、わ

びを入れないかんですよ、これは。あなた

１つも弁明しなかった。議会の中で、あな

た、どない言いましたか。そういう余裕が

なかったとかね。だからね、意思統一がで

きてないんですよ。さっきの話やないけど、

豊能町と能勢町が出資した施設組合は、両

方の意思を酌んでやってる組合でしょ。一

本ですよ。 

  だから、さっきからも出てるように、何

で豊能郡に持ってくるもんが豊能町なんで

すか。能勢に頼んだけど、あかんかったと。

あかんのは豊能町も一緒ですがな。だから

両方の町長が寄って、こうやなという説明

がないでしょ。 

  あなたね、強いもんには弱いけど、弱い

もんには強い。だから、神戸市の局長が来

たら、へいへいいうてね、議員に何て言い

ましたか。豊能も能勢も両方の議会が協力

して、今回のことはきちっと場所を見つけ

てくださいと言うたとき、あんた、議会の

休憩室に来て、お願いしますと言うたでし

ょ。今、川上議員がやったる言うてるやん。

あんたできへんねやったら。お願いしたい

んやったらね、情報をきちっと出さなね、

我々議会も恥かきますわ。 

  今まで全部が質問してきたように、早い

時期に、我々言いましたやろ、あんたに。

さっきも出てましたけど、全部はけと。ほ

んなら国会議員２人、府会議員２人、４人

と我々豊能町議員全員、一緒になって大阪
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府の知事に頼んだると言うたとき、あんた

どない言いましたか。さっきの答弁やない

けど、施設組合ででけへんですやん。何で

や。施設組合自身が一本になってないんで

すよ。誰のためにやってるんですか、あん

たら。さっきの豊能も能勢も、両方の町長

がそうですわ。これ、問題は、１つは両方

に町長選挙があったいうこともあるでしょ

う。だけどね、自分たちのために組合を利

用して隠蔽工作したらだめですよ。だから

解決しない。 

  さっきの３点ほど、答弁してください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  まずは、だまされたと思ったのは、どの

時点かといったことでございますけども、

これにつきましては、やはり判この偽造が

あったといった時点で、これはもう思いま

した。それはおかしいというふうに思いだ

した。 

  次に、この事態が起こってから環境テク

ノロジーと副町長に連絡したのかというこ

とについては、当然ながら施設組合からも、

環境テクノロジー、副町長にも、私も副町

長にも連絡はいたしました。 

  それと、環境テクノロジーという会社を

なぜ信用したのかといったところですけど

も、平成２３年ぐらいから豊能郡環境施設

組合のほうにも何度か出入りされておられ

ましたし、ある議員の方からも御紹介もい

ただきましたし、そういったことからも特

には、当初はそういうふうには思ってはお

りませんでした。 

  あとは、先ほど組合の話で、山口町長の

発言ですけど、私もあの発言については山

口町長に大分、抗議はいたしました。それ

はいたしました。その件については、私か

らもいたしましたし、もし必要であれば、

西岡先生からも山口町長に言っていただけ

たらと思います。私からもきつく、それに

ついては発言はいたしました。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  郡に持ち帰るということで、なぜ豊能町

なのかといった話でございますけれども、

これにつきましては、能勢町でも検討いた

だきましたけれども、基本的には、当時、

汚染土については能勢町、ドラム缶につい

ては豊能町で処理するというような話にな

っているというふうに聞いておりまして、

そんなことからも、両町では検討いたしま

したけれども、本町で幾つか当たらせてい

ただいて進めさせていただいたといったと

ころでございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  済みません。関連団体については、ちょ

っと今この場では。また、もし、もしまた

施設組合議会の中で話があれば、その中で

お答えさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  お静かに願います。確かに、関連議員の

団体については答弁はなかったんですけど、

先ほどからも関連団体についてはないんで

すよね。これ以上、聞いてもお答え出ない

と思います。 

  この際、暫時休憩します。 

（午後３時４３分 休憩） 

（午後４時１１分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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  町長にお願いがございます。 

  ８月１０日の日に、これは本会議中、一

度休憩をとって後に話があったことですけ

ども、神戸の局長と課長、もう一人事務の

方が３人来られて、その席上で豊能町の議

会の議長を呼びなさいと、一緒に入りなさ

いと、能勢の議長も入りなさいと、組合議

会の議長も入りなさいと、そういう中の席

上でのお話では、３の議員の皆さんがそれ

ぞれ協力をするならば、神戸としても２３

日まで延ばすという決心で来たけれども、

８月の３１日まで、これは期限ぎりぎりに

延ばして差し上げますよという提案があり

ました。もっともっと延ばしてほしいとい

う意見は出ましたけれども、神戸としては

９月まで延ばすことはできませんというこ

とで、ぎりぎり３１日まで延ばしてもらっ

たという経緯がございます。神戸市のほう

からも、両議員が協力をするならばという

話がありましたので、その協力するならば

という、このお話の内容が、やはり今回の

質問事項にも正確に答えていただかないと、

前に進んでいかないという私、議長判断で

ございます。答えれるところは、ぜひとも

答えていただきたい。不正確な答えは、こ

れはだめですので、正確に答えれるんであ

れば、答えていただくよう。また、できな

いんであれば、いずれまた、その件につい

ては町長から御返答願います。よろしいで

しょうか。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  これについては、正確な名前をきちっと

してからお答えしたいと思いますので、別

の機会か、もしくはちょっと今、時間いた

だいてというか、お願いしたいと思ってお

ります。 

  ですので、ちょっとやはり正確な名前で

お伝えしたほうがいいかなと思いますので、

今の時点では控えさせていただきたいと思

います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  西岡さん、質問ございますか。 

  まだ正確にはつかまれていなくて、大体

のところはわかるということらしいです。 

  次の質問ございますか。 

  西岡議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  議長、ちゃんとな、答弁させてくれなあ

かんわ。３回しかないねやから。最初に言

うたように、一問一答で行くんやったら構

わへんよ。だけど、３回しかないんやろ。

きちっとした答弁、せなあかんわ。言われ

たこと。そやろ。ちょっともう一回休憩し

て、答弁してもらいたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  暫時休憩します。 

（午後４時１５分 休憩） 

（午後４時４２分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  お諮りいたします。 

  本日の会議時間は、議事の都合により延

長いたしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  異議なしと認めます。 

  本日の会議時間は、延長いたしました。 

  町長の答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  関連団体についてでございますけれども、

検討いたしましたが、済みません、現段階
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ではお答えは差し控えさせていただきたい

と思います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  もう一度、先ほどの言葉、町長の口から

お願いします。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  検討いたしましたが、現段階では差し控

えさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  次に、何か質問ございますか。 

  西岡議員、２回目。 

○１３番（西岡義克君） 

  今言えないと、現段階では言えないとい

う言い方自身が私は納得できないし、ここ

におる議員、誰も納得しないと。あなたね、

あの局長が来たときに、神戸の局長が来た

ときに、議会の控室で何て言うたんですか。

さっきも言うたように豊能町、能勢町、総

力を挙げてこの問題解決してくれと。議員

さん、どうぞ協力してくれと言うたんちゃ

いまっか。私は今までずっと言うてきてる

でしょ。問題解決するには、あなたの好き

な協働の精神や。協働の原点は、情報を共

有することやねん。あんたが情報出せへん

かったら、我々動きようがないねん。あん

たには、さっき言うたように誰も期待して

ないねん。我々でやるんや。ただし、情報

はね、情報ぐらいは最後、仕事で出しなさ

いや。何で言えないのか、その理由、１回

聞きたいと思います。今なぜ言えないのか、

その理由を聞かせてください。 

  それと、三池製錬の話。三池製錬に話を

持っていったのは、大体、おおむね環境テ

クノロジーというのはわかったわけですわ。

あんたの後出し情報で。これは、もう皆、

わかったわけです。 

  じゃあ環境テクノロジー、あなたは２３

年度に来た言うけど、２２年度から営業に

来てるんですわ。環境施設組合に。それは

私が聞いた情報、漏れ伺うとこではですわ。

そのときから彼は、要するにサンプルとし

てね、高濃度のブランド品の豊能町のダイ

オキシンをくれという営業をしてるわけで

すわ。施設組合の誰もが知ってるんですよ。

ことさら紹介せんでもね、みんなが知って

るわけですよ。それが、このあいだの２２

日で、副管理者の能勢の町長が、ことさら

に豊能町の議員ということに対して、あな

たは言いそびれたとかね、そんな話ちゃい

まっしゃろ。それ、どういう形で訂正する

のか。豊能町議員に対して、全体に対して、

施設組合、もしくは能勢の町長として、こ

こへわび状を文章で入れてもうて、報道に

もきっちり出してほしいと。そやないと、

私の漏れ伺うとこでは、紹介した議員は３

人おる言うてはりまんねや。ほんならね、

豊能町の議員３人、疑われますがな。でし

ょ。あなた、それに対しても責任を感じて

ない。言いそびれたで済まんでしょ。名誉

に関することでっせ。訴えられまっせ。人

権蹂躙ですわ。訴えまっせ。それやれへん

かったら。それやるのかどうか、それの１

つ確認。 

  それと、さっきも言うたように、環境テ

クノロジーを何で調べへんかったんかと。

あなたね、情報の収集が悪い。はっきり言

いますとね、この環境テクノロジー、平成

何年やったかな、刑事告発されとんですよ。

そんなこと調べんと、よう契約しましたな。

そらね、戸知山で６億、それが１億でよそ

でできる。喜んでころこんで、ほいほいい

うて詐欺に遭うたんやと思う。詐欺に遭う

てますんやで、あんた。そう思ってまへん

か。詐欺罪でっせ。まだ訴えもしてへん。

調査もしてない。何でですか、それ。あん
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た、責任のもとに、まずせなあかんことが

あるでしょ。どう思ってるんですか。詐欺

に遭うた思ってまへんのか。何で即対応し

まへんねや。しょうもないことはすぐする

けどね。相手も見んと、ごみを持っていっ

たり、することせんと、要らんことばっか

りしてるわけ。だから最初に言ったように、

あんたは問題を解決するんじゃなくて、問

題ばっかり起こしていってるわけや。その

自覚もない。責任も感じてない。住民さん

に対しても、全く責任感じてないって言う

てましたやろ。道義的な責任なんか全くな

いと言うてましたやん、最初。 

  だから、さっきの三池製錬、何で言えな

いのかいう理由を１つ言うてほしいのと、

環境テクノロジーの会社を何で調べへんか

ったのか。刑事訴訟起こされて、地検から

挙げられたいうことを知らんかったんかど

うか。それと、３人の議員の話。これ訂正

できるのかどうか、３つ答えてください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  １点目の三池製錬の関連団体については、

いろいろと影響があるということも想定さ

れますので、これについては、ここでの発

言は差し引かせさせていただきたいと思い

ます。 

  それと、刑事告発されているということ、

環境テクノロジーの話でございますけれど

も、それについては、当時は当然知りませ

んでした。それは知りませんでしたし、当

初から豊能町のほうにも顔も出されており

ましたし、私もある議員さんを通して紹介

もしていただきましたし、そんなこともご

ざいまして、刑事告発されているというこ

とについては知りませんでした。 

  それと、訴訟等については、今、弁護士

とも相談をしているところでございます。 

  あと、能勢の町長の発言については、私

からも能勢の町長にはお伝えしますけれど

も、それは私の口から言えるものではない

ので、直接、能勢の町長に言っていただき

たいと思います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  これ以上聞いても答えはでないと思いま

す。 

  暫時休憩します。 

（午後４時５３分 休憩） 

（午後５時０２分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  １点目の名前につきましては、そこの三

池製錬等にも影響があるということもござ

いまして、そういった理由から発言につい

ては差し控えさせていただきます。 

  ２点目の訴訟につきましては、今、弁護

士とも相談しておりますので、それが調い

次第、してまいりたいと思っております。 

  ３点目につきましては、そういった今の

議員から、そういう要求といいますか、そ

んなことがあったということについて、能

勢の町長にもお伝えをいたします。今の要

望でいうと、文書を出してほしいというこ

とを言われておられますので、そういうこ

とについて、そういった要望があったとい

うことをお伝えいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  町長については、精いっぱいですね、今

の３点目については、やりますと言ってく

れてますので、やってもらいたいと思って

ます。 
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  暫時休憩します。 

（午後５時０４分 休憩） 

（午後５時２４分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ３点目についてお答えをいたします。 

  副管理者、山口町長が言われた発言につ

いて、間違ったことが言われたということ

の御指摘をいただきましたので、山口副管

理者にも申し添えて、豊能町の議会のほう

で、文書でその旨、伝えることについて、

副管理者のほうにお伝えをいたします。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  次、３回目になりますが、西岡議員、質

問よろしくお願いします。 

  西岡議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  お伝えしますって、やるということをお

伝えするんやな。やるのはやるんやな。そ

れ、管理者田中龍一として、豊能町議会に

対しておわびの文書を書くということやな。

それを副管理者に確認すると、申し入れす

ると、やるということを確認するいうこと

やな。それでよろしいな。管理者名で、豊

能町議会に対して、訂正文と、わび文を出

すということですな。確認しときます。 

  それから、２つ目の環境テクノロジーに

関しては、即刻対応すると。何日までにと

いうことで、きちっと答弁してほしいと。

そんなもんね、弁護士に言うたらすぐでき

ますわ。はっきり言うたら。今までの情報

を全部あんたらは知ってるんやから。どれ

だけ騙されてきたか。住民さんに対して、

あんたら。住民さんの代表として、そんだ

けやられて、腹立ちまへんか。人の金やい

うたってね、それだけの期待をしてあれし

てるんやから、ちゃんと財源は有効につこ

てもらわんとやな、死に金つこたらあきま

へんで。これは、何月までにやるいうの、

答弁してほしいと思います。来週ぐらいに

やってほしいと。 

  それと、さっきの三池製錬の話やけども、

これは向こうにいろんな状況があるみたい

なことを言うてはるんで、いろいろ迷惑か

けるということですけども、それを起こし

たんは組合自身でっせ。組合自身の管理者

として、即刻、もう辞表を出してください。

それを条件に、私は今回、それをね、名前

を出さへんことを認めますんで、その答弁

をお願いします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  １点目については、発言した副管理者と

も話を調整して、どういった文書を出すか

ということについて検討して、出すような

方向で考えます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  今、答弁しておりますので、答弁させて

ください。 

○町長（田中龍一君） 

  弁護士については、今、撤去するという

ことを最優先にしておりますので、早急に

はしたいとは思っておりますけれども、今、

相談は並行してかけているところでござい

ますので、いつというのは言えませんが、

早急には対応していきたいと思います。 

  あと、三池製錬のことにつきましては、

これはここの団体にも影響があるというこ

とで、発言については差し控えさせていた

だくということでございまして、このこと
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について進退ということについては、これ

は私はもう仮置きを、これをきちっと済ま

せるということはしなければいけないと思

っておりますので、それについては私は、

やめるというふうには、ここでは申せませ

ん。 

○副議長（高橋充德君） 

  ３回、質問終わりました。 

  次に、質問ございますか。 

  永谷議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ３番、永谷です。先ほどいろいろな質問

ございまして、質問に対しての田中町長の

答弁が、なかなかかみ合っておりません。

私のほうからは、たくさんの質問というこ

とで、今たくさん出ておりますけれども、

議会の質問に対して真摯に田中町長は答弁

をお願いしたいと思います。 

  それで、私としましては一応、施設組合

議員でございますので、施設組合のほうで

１００条委員会というのを設けております。

町長、きょうの答弁聞いておりますと、な

かなか真摯な答弁がお受けできておりませ

んので、私としましては１００条委員会で

しっかりと、その答弁を引き出していきた

いと思いますので、そういうことでやって

いきたいと思いますので、質問じゃござい

ません。 

○副議長（高橋充德君） 

  ほかにございますか。 

  管野議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ２番、菅野です。 

  ８月の１０日お昼から議会を中断して大

阪府に行かれました。私は夕方、テレビで

見てたんですが、万策尽きたと松井知事に

おっしゃいました。松井知事は、努力が足

りないと返されましたね。 

  今、万策尽きたのに、そのまま町長をさ

れている。何をされているのかというのと、

もし今、仮置き場を探しておられるなら、

松井知事にうそを言ったことになりません

か。万策尽きていないじゃないですか。 

  ２点目は、一部の自治会長さんが場所を

探しておられます。私も相談を受けたんで

すが、そこの場所は、また川西に怒られる

でっていうような場所やったんで、そこは

やめたほうがいいでっていうアドバイスは

したんですが、一部の自治会長さんも、こ

こはいいんじゃないかという公共用地があ

ると思うんです。そこをちょっと町長にも

言ったんですが、そこはどこどこ自治会や

わとかいって、物すごく後ろ向きやったと

思うんです。そういうことを、もっと一生

懸命されるのか。だめやったら川上議員の

提案に乗ったらいいと思うんです。 

  以上、２点お願いします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  松井知事にお会いしたときには、私もで

きるだけのことをやったと思いましたので、

万策尽きたといったことでお願いをしたと

いったところでございます。その中で、ま

だ努力が足りないという話がありましたの

で、再度、今それに向けて進めているとこ

ろでございます。 

  ですから、川上議員の提案については、

私は仮置き場をするということを第一の優

先順位としておりますから、それがなるん

であれば、そういったことも進めたいと思

います。ただ具体的な話、その辺も私聞け

ておりませんし、副管理者という話も出て

おりましたから、そういった意味では今、

具体にどういう条件で、どうなっているの

かというようなことを聞いておりませんの



 

 2－52 

で、その辺の話は今後、引き続き教えてい

ただきたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ２回目の質問させていただきます。 

  総務部長が大阪府にアポイントをやっと

とれたということで、議会控室に説明に来

られました。やっととれたそのアポで、松

井知事に言われて、さっさと帰ってくる。

子どもの使いやないって今、橋本議員もお

っしゃったけども、本当に万策尽きたんで

あれば、もうやめられたらいいと思うんで

す。私たちで場所を探しますということも

言っているんです。やめていただけないで

すか。 

  それと、一部の自治会長で一生懸命動い

てはると思うんですけれども、そのことは

どうお考えなんですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私は、途中で投げ出すということは、私

としてはすべきやないということで、今や

っております。 

  それと、一部の自治会長が動いていると

いうのは、私が聞いてる話か今の話かわか

りませんけれども、私が聞いている話もご

ざいますので、そういったことについても

検討は今しているところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  暫時休憩します。 

（午後５時３７分 休憩） 

（午後５時３８分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  繰り返しになりますけれども、今、管野

議員が聞かれてる、一部自治会長が動いて

いる件と、私が聞いている件とちょっとそ

れが合っているかどうかわかりませんけれ

ども、ただ、一部自治会長も、そういった

ことで動いていただいているということは

非常にありがたいと思っておりますし、そ

の意見については検討させてもらいながら、

できるものであれば、そういった形でも進

めていきたいと思いますけれども、今現在、

私が聞いている話については検討を進めて

いるところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ３回目の質問をさせていただきます。 

  今週中ぐらいにも場所を決めてしまわな

いと、３１日までに持ってくるということ

じゃないんですか。 

  私がやっぱり怖いのは、先ほど小寺議員

がおっしゃったように、神戸市からトラッ

クを何十台って連ねて来はったときに、ど

こへ置くんかっていうことなんです。４２

３号線、４７７号線をずっとトラックだら

けになって、どこ置こか、そこを置かれた

ら大迷惑なんです。今週中ぐらいに場所を

決められますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  できるだけ早急には決めていきたいと思

っておりますので、ちょっと今週というの
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はどうかわかりませんけれども、できるだ

け早急に決めてまいりたいと思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  これで全議員の質疑を終わりました。 

  質疑を終結いたします。 

  日程第２「総務建設水道常任委員会の閉

会中の所管事務調査について」を議題とい

たします。 

  本件につきましては、会議規則第７３条

の規定により、閉会中の所管の事務調査と

いたしたい旨、総務建設水道常任委員長よ

り申し出がありました。 

  お諮りをいたします。 

  委員長からの申し出のとおり、これを許

可することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、閉会中の所管事務調査は、委員

長の申し出のとおり許可することに決定い

たしました。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員会、広報特別委員会及び総

務建設水道常任委員会より、閉会中の審査

申し出があります。 

  これに御異議ございませんか。 

  暫時休憩します。 

（午後５時３９分 休憩） 

（午後５時４６分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  議長、先ほど発表しました、議会運営委

員会、広報特別委員会及び総務建設水道常

任委員会より、閉会中の審査申し出があり

ましたという言葉は、取り消しをさせてい

ただきます。 

  以上で、本議会に付された案件は全て終

了いたしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

閉会 午後５時４７分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

ダイオキシン処理に伴う報告について 

総務建設水道常任委員会の閉会中の所管事務調査について 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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